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第
一
節　

序　

論

わ
れ
わ
れ
は
、
今
ま
で
の
日
本
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
に
お
け
る
経
済
的
な
農

地
法
原
理
を
含
む
政
治
権
力
論
や
統
治
機
構
論
な
ど
に
つ
い
て
、
か
な
り
な
研
究
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
（
１
）

。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
れ
ら
が
、
必
ず
し
も
ハ
リ
ン
ト
ン
が
意
図
す
る
政
治
制
度
論
を
十
分
に
整
理
さ
れ
た
と
み
な
し
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
を
さ
ら
に
徹
底
的
に
見
直
し
、
か
つ
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
制
度
論
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
（
２
）

。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン

ト
ン
に
よ
っ
て
君
主
な
き
共
和
制
期
に
お
い
て
、
自
ら
提
起
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
共
和
制
憲
法
モ
デ
ル
な
い
し
青
写
真
の
正
確
な
制
度

論
的
整
理
が
必
要
で
あ
る
と
仮
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
そ
れ
が
経
済
的
に
優
勢
な
市
民
階
級
に
よ
る
政
冶

参
加
に
基
づ
く
政
治
制
度
を
樹
立
し
、
そ
の
体
制
を
妨
害
す
る
少
数
者
に
よ
る
権
力
の
濫
用
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
イ
ギ
リ
ス
の
「
古
来
の
立
憲
制
」
批
判
、
並
び
に
「
近
代
の
絶
対
君
主
制
」
批
判
に
よ

る
彼
の
歴
史
観
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
３
）

。

従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
そ
の
有
徳
的
に
し
て
兵
士
的
能
力
を
有
し
、
か
つ
例
え
ば
、
小
規
模
な
自
由
土
地
保
有
権
を

も
つ
よ
う
な
、
よ
り
数
的
に
多
い
市
民
達
か
ら
な
る
「
代
議
議
院
」、
及
び
有
能
な
「
上
院
」
原
理
を
措
定
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
換

言
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
市
民
達
が
最
終
的
決
定
権
を
も
つ
「
代
表
議
院
」
機
関
と
と
も
に
、
専
断
的
権
力
を

抑
制
す
る
た
め
、
自
然
的
貴
族
制
の
長
所
を
も
つ
審
議
的
に
し
て
提
案
的
役
割
を
担
う
よ
り
豊
か
な
土
地
所
有
者
達
か
ら
成
る
小
規
模
の

「
上
級
的
議
院
」
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
主
権
的
「
両
院
制
」
制
度
を
設
定
す
る
と
み
な
す
（
４
）

。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
所
謂
「
二

権
力
の
分
立
」
と
い
っ
た
両
院
制
に
お
け
る
機
能
的
分
離
か
ら
な
る
基
本
的
制
度
原
理
も
構
成
す
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
伝
統
的
な
イ
ギ
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リ
ス
議
会
主
権
原
理
に
対
応
す
る
も
の
と
な
る
（
５
）

。
た
だ
し
、
彼
の
制
度
原
理
は
、
君
主
な
き
「
議
会
の
主
権
」
論
と
な
る
。
従
っ
て
こ
れ

は
、
新
し
い
立
憲
制
構
想
と
言
え
る
。

そ
れ
は
、
周
知
の
如
く
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
ロ
ー
マ
を
は
じ
め
と
し
た
古
代
の
混
合
政
体
的
共
和
制
思
想
か
ら
引
き
出
す
「
古
代
の

知
恵
」
を
復
活
す
る
論
理
に
よ
っ
て
、
中
世
の
封
建
制
と
近
代
の
絶
対
君
主
制
を
含
意
す
る
「
近
代
の
知
恵
」
を
否
定
す
る
思
想
か
ら
発

す
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
う
し
た
近
代
初
期
の
財
産
権
の
変
化
に
比
例
し
た
農
地
法
原
理
に
従
っ
て
、
土
地
所
有
者
達
が
移
行
し
た
状

態
の
土
地
制
度
を
固
定
し
つ
つ
、
こ
の
議
会
制
度
を
中
心
に
し
て
恒
久
的
な
安
定
性
を
も
ち
、
か
つ
市
民
の
活
力
を
引
き
出
そ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
憲
主
義
的
制
度
観
の
下
に
、
彼
は
、
そ
の
統
治
執
行
部
が
輪
番
制
原
理
に
基
づ
く
限
定
任
期
と
市
民
に
よ

る
選
挙
に
従
う
も
の
と
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
を
政
治
制
度
論
的
方
法
に
よ
っ
て
、
選
挙
制
度
・
立
法
議
会
制
度
・
執
行
部
制
度
・

地
方
自
治
体
制
度
な
ど
か
ら
な
る
も
の
の
う
ち
の
最
初
で
あ
る
「
選
挙
制
度
論
」
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

（
１
）	

前
者
の
論
点
に
つ
い
て
白
鳥
令
『
政
治
理
論
の
形
成
』（
一
九
六
五
年
）
な
ど
に
お
い
て
主
に
論
じ
ら
れ
る
。
後
者
の
論
点
に
つ
い
て
竹
澤
祐

丈
の
一
連
の
論
文
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
田
中
秀
夫
ほ
か
編
『
共
和
主
義
の
思
想
空
間
』
二
〇
〇
六
年
、
所
収
論
文
な
ど
）。
さ

ら
に
言
え
ば
、
田
中
浩
「
ホ
ッ
ブ
ズ
と
ハ
リ
ン
ト
ン
」（『
イ
ギ
リ
ス
革
命
』［
一
九
五
八
］
所
収
論
文
）
及
び
福
田
有
広
『
主
権
と
そ
の
剣
』

（
一
九
九
六
年
）
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
と
ホ
ッ
ブ
ズ
と
の
関
連
に
つ
い
て
主
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。

（
２
）	

わ
れ
わ
れ
は
、
政
治
制
度
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
立
場
か
ら
、
旧
制
度
論
と
と
も
に
歴
史
的
制
度
論
的
方
法
論
の
視
角
も
導
入
す
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
例
え
ば
、
拙
著
『
ネ
ヴ
ィ
ル
の
共
和
主
義
的
政
体
思
想
研
究
』（
三
和
書
籍
、
二
〇
一
一
年
）
の
序
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）	

こ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
歴
史
観
が
Ｈ
・
ネ
ヴ
ィ
ル
や
Ａ
・
シ
ド
ニ
ー
ら
の
古
来
の
立
憲
制
論
と
の
相
違
で
あ
り
、
逆
に
そ
れ
に
よ
っ
て
後
世
に
高
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い
評
価
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
ロ
ッ
ク
の
政
治
制
度
理
論
の
現
代
に
お
け
る
高
い
評
価
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
（
例
え
ば
、J.R

ichards	

et	al.,	 “P
roperty ”	and	 “P

eople ”:	P
olitical	U

sages	of	L
ocke	and	S

om
e	C
ontem

poraries,	in	 Jou
rn

al of th
e H

istory of Id
eas,	

V
ol.42,	no.1,	1981,	etc.

）。

（
４
）	
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
多
数
者
支
配
的
思
想
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
多
数
者
が
軍
事
的
能
力
上
、
優
れ
て
い
る

ゆ
え
、
そ
れ
が
民ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ガ
バ
メ
ン
ト

衆
的
政
体
を
選
好
す
る
と
い
う
共
和
主
義
者
の
特
有
な
論
理
で
あ
り
、
ネ
ヴ
ィ
ル
や
シ
ド
ニ
ー
ら
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
第
二
章
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）	

伝
統
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
三
位
一
体
的
議
会
主
権
は
、
立
法
原
理
で
あ
る
。「
国
王
大
権
に
よ
る
国
王
の
行
使
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
二
院
の
権

力
を
意
味
す
る
と
、
議
会
主
権
を
指
す
歴
史
家
達
が
い
る
。
そ
れ
は
、
今
『
責
任
あ
る
政
府
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
属
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
概

念
上
も
実
際
上
も
議
会
主
権
と
異
な
る
」
と
、
憲
法
学
者
で
あ
る
ゴ
ル
ズ
ワ
ー
ス
イ
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
（J.G

oldsw
orthy,	 T

h
e S

overeign
ty 

of P
arliam

en
t,	O
xford,	1999,	p.9

）。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
狭
い
「
議
会
主
権
」
概
念
に
よ
っ
て
で
は
、
当
時
の
変
動
期
に
お
け
る
憲
法
構

想
論
に
対
応
し
に
く
く
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
た
だ
し
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
前
後
の
も
の
を
「
議
会
の
権
威
」
と
い
う
概
念
に
換

言
し
て
も
い
る
。

第
二
節　

オ
シ
ア
ナ
共
和
国
の
政
治
制
度
構
想
概
観

一
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
原
理
と
実
際

本
稿
は
、
そ
の
主
題
を
「
Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
の
選
挙
制
度
」
と
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
選
挙
制
度
を
含

む
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
か
ら
説
き
起
こ
す
。
さ
ら
に
本
節
は
、
そ
の
制
度
的
根
幹
を
な
す
憲
法
構
想
に
お
け
る
原
理
と

実
際
に
つ
い
て
論
及
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
日
ま
で
の
こ
の
政
治
制
度
研
究
分
野
に
お
い
て
、
理
論
史
的
に
評
価
さ
れ
て
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い
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
る
議
論
に
こ
こ
で
は
沿
っ
て
論
を
進
め
る
。
彼
は
、
先
ず
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
論
じ
始
め
る
。

「
空
位
期
中
に
お
い
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
生
み
出
さ
れ
た
統
治
の
『
空
想
モ
デ
ル
』
の
多
数
に
お
け
る
一
つ
で
あ
る
Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン

の
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
は
、
た
ぶ
ん
プ
ラ
ト
ン
の
『
法
律
論
』
以
来
、
一
個
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
最
も
詳
細
な
政
治
制
度
で
あ
っ

た
（
１
）

」。こ
の
先
駆
者
は
、
こ
こ
で
ハ
リ
ン
ト
ン
を
政
治
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
論
者
と
し
て
表
現
す
る
。
次
に
こ
う
し
た
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
プ
ラ
ト
ン

の
立
憲
制
政
体
な
い
し
制
限
寡
頭
制
論
以
来
、
一
九
六
〇
年
時
点
ま
で
の
最
も
具
体
的
に
し
て
詳
述
し
た
政
治
制
度
論
と
し
て
評
価
さ
れ

る
。
周
知
の
ご
と
く
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
憲
法
構
想
は
全
三
十
条
か
ら
な
り
、
一
五
〇
ペ
ー
ジ
以
上
に
ま
で
及
び
、
か
つ
全
体
の
約
五

分
の
三
を
占
め
、
細
部
に
わ
た
り
か
つ
実
際
的
側
面
を
規
定
す
る
。
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
こ
う
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
革
命

期
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
憲
法
構
想
を
説
き
起
こ
す
。

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
経
済
的
に
優
越
す
る
階
級
に
比
例
し
て
政
治
権
力
に
つ
い
て
こ
う
し
た
彼
ら
に
移
行
す
る
共
和
主
義
政

治
原
理
を
基
本
に
据
え
る
と
み
な
す
。
そ
う
し
た
も
の
は
、
前
記
の
ご
と
く
彼
の
歴
史
観
と
思
想
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
「
古
代
の
知

恵
」（
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
・
及
び
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
古
代
の
共
和
主
義
原
理
な
ど
）
と
「
近
代
の
知
恵
」（
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ゴ
ー
ト
的
封
建

主
義
や
近
代
の
絶
対
君
主
制
な
ど
の
問
題
）
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
が
恒
久
的
安
定
を
得
る
政
治
制
度
で
あ
り
、
抽
象
的

原
理
と
実
際
的
統
治
制
度
の
関
連
の
要
点
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
が
言
及
す
る
ご
と
く
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
』
の

重
要
性
は
、
そ
れ
が
完
全
な
青
写
真
で
あ
り
、
か
つ
単
な
る
諸
単
位
か
ら
な
る
全
体
よ
り
も
大
事
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
健
全
な
基
盤

の
上
に
築
か
れ
る
モ
デ
ル
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
。

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
及
す
る
。「
結
果
的
に
そ
の
制
度
的
文
脈
か
ら
こ
の
制
度
の
多
様
な
諸
部
分
を
引
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き
上
げ
る
実
際
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
言
い
訳
で
き
ぬ
よ
う
に
思
え
た
。
例
え
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
提
案
し
た
諸
装
置
の
う
ち
で
最

も
広
範
に
称
賛
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
投
票
に
よ
る
選
挙
は
、
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
選
挙
が
適
切
に
取

り
決
め
ら
れ
か
つ
選
挙
目
的
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
も
の
で
あ
る
（
２
）

」。

こ
こ
で
は
こ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
注
釈
者
は
、
前
記
の
理
論
と
実
際
の
関
係
が
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
い
て
極
め
て
強
く
不
離
一
体
的
と
な
っ

て
い
る
度
合
い
を
強
調
し
て
い
る
。
後
段
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
本
稿
で
主
題
と
す
る
選
挙
制
度
論
と
の
関
連
を
最
も
重
要
な
具
体
例
と
し

て
示
す
こ
と
と
な
る
。	

二
、
そ
の
政
治
制
度
的
理
論
枠
組
み
概
観

こ
こ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
枠
組
み
を
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
る
『
オ
シ
ア
ナ
』
論
に
沿
っ
て
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

彼
は
、「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
イ
ギ
リ
ス
の
問
題
認
識
」・「
憲
法
と
オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
」・
及
び
「
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
経

済
状
態
概
観
」
と
項
目
化
し
つ
つ
、「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
制
度
的
理
論
枠
組
み
」
と
し
て
そ
の
総
論
を
述
べ
る
（
３
）

。

㈠　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
イ
ギ
リ
ス
の
問
題
認
識

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
ま
ず
「
オ
シ
ア
ナ
」
が
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
確
認
す
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
も
自
ら

の
憲
法
提
案
時
ま
で
に
つ
い
て
、
古
来
の
立
憲
制
が
内
戦
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
そ
の
混
乱
の
主
な
原
因
は
、
経
済

的
で
あ
る
と
措
定
す
る
。
ヘ
ン
リ
ー
七
世
（P

anurgus

）
期
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
（M

orpheus

）
期
に
お
け
る
土
地
財
産
の
分
割
の
変
化

は
、
そ
れ
に
比
例
し
た
「
統
治
関
係
の
変
化
を
必
要
と
す
る
」
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
が
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
不
可
能
と
な
っ
た
と
き
、

内
戦
が
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
武
力
に
よ
っ
て
戦
勝
す
る
議
会
軍
に
よ
っ
て
君
主
制
が
破
壊
さ
れ
、



Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
の
選
挙
制
度
論
研
究
（
倉
島
）

四
八
一

か
つ
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
率
い
る
軍
が
優
位
す
る
体
制
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
は
い
え
力
は
「
小
地
主
階
級
に
集
中
さ

れ
、
か
つ
彼
ら
が
オ
シ
ア
ナ
政
治
に
お
い
て
主
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
不
可
避
で
あ
っ
た
（
４
）

」
と
纏
め
ら
れ
る
。

㈡　

憲
法
と
オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
次
に
憲
法
な
い
し
基
本
法
的
側
面
を
オ
リ
バ
ー
と
の
関
連
で
問
題
を
整
理
す
る
こ
と
と
な
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、

周
知
の
歴
史
観
に
立
脚
し
、
古
来
の
立
憲
制
の
残
滓
で
も
あ
る
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
よ
っ
て
立
て
直
す
方
向
を
示
す
立
場
を
取
ら
ぬ
。

こ
こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
君
主
制
の
崩
壊
後
の
イ
ギ
リ
ス
が
そ
れ
に
代
わ
る
基
本
法
を
必
要
と
す
る
状
況
を
確
認
で
き
る
。
従
っ
て

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
『
国
民
協
約
』
や
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
』
憲
法
構
想
な
ど
が
登
場
す
る
素
地
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

結
果
的
に
は
、
こ
の
国
で
旧
来
の
も
の
を
凌
ぐ
基
本
法
を
確
立
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
よ
り
先
の
仮
定
で

あ
っ
た
し
、
結
果
論
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
当
時
の
Ｏ
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
（M

egaletor

）
は
、
軍
隊
に
入
り
、
か
つ
新
憲
法
を
樹
立
す
る

権
力
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
る
。

「
軍
は
、
彼
が
政
治
理
論
に
熟
練
す
る
こ
と
を
認
め
、
か
つ
彼
の
動
機
を
信
頼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
議
会
を
追
放
せ
し
め
、
か
つ
完
全

な
選
挙
に
よ
っ
て
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
を
オ
シ
ア
ナ
の
ア
ル
コ
ン
卿
に
さ
せ
た
。
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
オ
リ
バ
ー
は
、
共
和
国
の
『
唯
一
の
立

法
者
』
と
な
っ
た
（
５
）

」
と
ハ
リ
ン
ト
ン
の
原
文
に
沿
っ
て
彼
は
、
確
認
す
る
。

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
こ
う
し
て
オ
リ
バ
ー
と
自
ら
の
基
本
法
と
を
関
係
づ
け
る
経
緯
を
跡
付
け
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ

れ
ば
、
軍
は
、
五
〇
人
構
成
の
立
法
者
評
議
会
を
任
命
す
る
が
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
な
お
唯
一
の
そ
の
仕
事
の
指
導
者
と
な
る
と
規
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
仕
事
を
支
援
し
た
と
説
く
。
こ
の
委
員
会
は
、
主
に
人
々
か
ら
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
二
〇
人
構
成
に
し
て
、
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「
そ
の
紛
争
の
熱
気
が
平
和
を
壊
す
と
い
け
な
い
か
ら
（
６
）

」、
約
三
百
人
構
成
の
武
装
警
備
隊
に
よ
っ
て
慎
重
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の

オ
シ
ア
ナ
憲
法
は
、
こ
の
立
法
者
と
そ
の
評
議
会
に
よ
っ
て
歴
史
及
び
政
治
理
論
史
の
検
討
の
数
ヵ
月
後
に
完
成
し
、
か
つ
こ
の
立
法
者

評
議
会
で
か
な
り
な
討
議
に
続
き
、「
民
会
機
関
全
て
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
か
つ
樹
立
（
７
）

」
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
論
点
は
、
注
目
に
値
す
る
と
説
く
。

第
一
に
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
新
憲
法
は
、
成
文
憲
法
と
し
て
治
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
、
自
ら
「
適
切
な
条
項
（orders （８
））」

と
呼
ぶ
恒
常
的
政
治
制
度
の
必
要
を
強
く
信
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
憲
法
が
、
こ
の
立
法
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
プ
ラ
ト
ン
が
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
に
託
し
、
ル
ソ
ー
が
神
の
如
き
立
法
者
に
託
し
た
よ
う
に
、
超
人
の
工

夫
を
最
後
の
頼
み
の
綱
と
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
視
点
か
ら
、
主
要
な
検
討
は
、
技
術
の
業
の
如
く
、
憲
法
の
設
立
が
単
一
人
物
に
よ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

即
ち
、「
著
書
な
い
し
構
成
は
、
も
し
そ
れ
が
唯
一
の
作
者
な
い
し
設
計
者
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
完
全
に
達
す
る
こ
と
な
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
そ
の
共
和
国
の
骨
組
み
に
つ
い
て
、
共
和
国
は
、
自
然
に
類
似
す
る
も
の
を
も
つ
（
９
）

」
と
ハ
リ
ン
ト
ン
は
言
う
。
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
国
民
参
加
規
定
は
、
オ
リ
バ
ー
の
陣
営
の
極
め
て
重
要
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
同
然
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
ろ
う
。
と
は
い
え
ハ

リ
ン
ト
ン
が
、
完
成
さ
れ
た
憲
法
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
承
認
の
た
め
に
、
オ
シ
ア
ナ
国
民
代
表
議
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
す
る

こ
と
は
、
適
切
で
あ
る
（
10
）

。
つ
ま
り
こ
れ
も
、
実
力
者
オ
リ
バ
ー
へ
の
建
前
的
な
性
格
を
暗
に
含
む
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

㈢　

一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
経
済
状
態
概
観

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
項
の
最
後
に
ハ
リ
ン
ト
ン
が
構
想
し
た
オ
シ
ア
ナ
の
社
会
経
済
状
態
を
概
観
す
る
こ
と
と
な
る
。
と
い
う
の
は
ハ

リ
ン
ト
ン
の
憲
法
構
想
は
、
確
か
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
側
面
も
あ
る
が
、
現
実
の
社
会
経
済
状
態
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、「
統
治
と
い
う
も
の
は
、
意
図
的
に
こ
う
し
た
諸
条
件
に
適
切
に
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
か
つ
実
の
と
こ

ろ
、
こ
れ
ら
の
諸
条
件
を
恒
常
化
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
る
故
で
あ
る
（
11
）

」
と
い
う
。

一
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
口
は
、
現
代
の
算
定
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
の
三
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
凡
そ
四
百
五
十
万

人
で
あ
っ
た
し
、
ス
ペ
イ
ン
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
よ
り
も
か
な
り
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
を

組
み
合
わ
せ
た
人
口
（
二
百
万
人
）
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
自
身
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
み
の
成
人
男
性
人
口
が
、
凡
そ
総

計
三
百
五
十
万
人
の
う
ち
の
百
万
人
に
達
し
た
と
算
定
し
た
。『
オ
シ
ア
ナ
』
の
読
者
は
、
オ
シ
ア
ナ
憲
法
が
二
〇
世
紀
の
算
定
に
基
づ

く
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
文
章
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
ゆ
え
、
そ
の
数
字
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
役
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
12
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
マ
ー
ペ
シ
ア
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
が
自
ら
に
よ
っ
て
「
人
口
が
多
く
し
て
厳
格
な
人
々
」
に
よ
っ
て
居
住
さ

れ
、
か
つ
一
七
世
紀
ま
で
に
オ
シ
ア
ナ
の
軍
隊
に
と
っ
て
兵
士
の
「
無
尽
蔵
な
弾
薬
」
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て

パ
ノ
ピ
ア
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
統
治
に
は
恒
常
的
問
題
を
構
成
す
る
「
怠
惰
に
し
て
臆
病
な
人
々
の
軟
弱
さ
の
温
床
」

で
あ
る
と
し
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
み
な
さ
れ
る
（
13
）

。
従
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
利
点
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
生

活
に
お
け
る
中
間
勢
力
と
し
て
の
以
前
の
立
場
に
お
い
て
均
衡
が
と
ら
れ
る
と
論
じ
得
る
と
説
く
。
こ
の
共
和
主
義
者
に
よ
れ
ば
、
自
ら

の
見
解
は
、
実
際
上
の
事
実
よ
り
も
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
重
要
で
あ
る
。
一
七
世
紀
の
オ
シ
ア
ナ
は
、
小
地
主
か
ら
構
成
さ
れ
る
す

ぐ
れ
て
農
業
社
会
で
あ
っ
た
ゆ
え
で
あ
る
。

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
九
割
が
国
民
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
と
か
つ
て
算
定
し
た
。
国
民
に
よ
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
貴
族
か
ら

区
別
さ
れ
た
小
地
主
と
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
を
意
味
し
た
（
14
）

。
再
度
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
土
地
の
全
体
量
が
年
間
凡
そ
一
億
ポ
ン
ド
の
価
値
が
あ
る

が
、
年
間
二
千
万
ポ
ン
ド
以
上
の
価
値
の
財
産
を
も
つ
オ
シ
ア
ナ
の
全
て
に
お
け
る
三
百
家
族
と
同
然
で
あ
る
と
述
べ
た
（
15
）

。
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ゆ
え
に
彼
は
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
特
徴
的
経
済
体
制
が
安
楽
に
家
族
を
支
え
る
が
、
贅
沢
な
生
活
を
確
か
に
齎
さ
ぬ
小
さ
な
農
業
で

あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
貿
易
及
び
オ
シ
ア
ナ
経
済
に
お
い
て
徐
々
に
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
（
ハ
リ
ン
ト
ン
が
認
め
た
事
実
）
が
、
製

造
業
は
、
ま
だ
少
し
の
重
み
し
か
も
た
な
か
っ
た
と
い
う
。
オ
シ
ア
ナ
の
残
る
特
徴
を
記
述
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
必
要
で

あ
ろ
う
。
オ
シ
ア
ナ
は
、
同
じ
宗
教
対
立
・
同
じ
外
国
・
同
じ
思
想
的
混
乱
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
た
。
従
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
、

そ
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
こ
の
オ
シ
ア
ナ
憲
法
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
段
階
に
あ
っ
た
と
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
（
16
）

。
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我
々
は
、
こ
こ
で
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
る
脚
注
を
通
じ
て
そ
の“orders ”

の
説
明
を
確
認
し
て
お
こ
う
。「“orders ”

に
よ
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、

い
つ
も
基
本
的
憲
法
規
定
を
意
味
す
る
。
我
々
が
オ
シ
ア
ナ
の
憲
法
の“articles ”

と
呼
ぶ
も
の
は
、O

rders

と
呼
ば
れ
る
。
彼
が
『
立
法
の
技

術
』
で
書
い
た
如
く
、
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
の
枠
組
み
な
い
し
モ
デ
ル
に
つ
い
て
統
治
に
お
け
る
こ
う
し
た
憲
法
は
、O

rders

と
呼
ば
れ
、
か
つ
立

法
的
条
項
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
こ
う
し
た
も
の
は
、
法ロ
ー
ズ

と
呼
ば
れ
る
」
と
（Ibid

.

）。
従
っ
て
、
我
々
は
、
こ
こ
に
お
い
て
「
オ
ー
ダ
ー
ズ
」
が

憲
法
上
、「
条
文
」
の
意
味
で
あ
り
、
立
法
上
「
法
」
の
意
味
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
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（
９
）	

Ibid.,	p.213	

（W
orks,	p.207

）

（
10
）	

Ibid
.

し
か
し
、
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
全
能
で
は
な
く
、
公
共
精
神
を
も
つ
者
に
き
わ
め
て
近
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
そ
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
が
、
こ
の
種
の
手
続
き
に
関
し
て
暗
黙
の
う
ち
の
危
険
に
自
ら
気
づ
き
、
次
の
よ
う
な
原
文
で
確
認
す
る
。「
賢

明
な
立
法
者
は
、
そ
の
心
性
が
私
益
に
お
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
公
益
に
お
か
れ
彼
の
子
孫
で
は
な
く
彼
自
身
の
国
に
堅
く
お
か
れ
、
自
分
の
手
に

そ
の
主
権
を
お
こ
う
と
努
め
る
。
理
性
の
達
人
で
あ
る
い
か
な
る
者
も
、
そ
の
場
合
に
必
要
な
異
常
な
手
段
を
責
め
る
も
の
な
ど
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
目
的
は
、
秩
序
立
っ
た
共
和
国
憲
法
以
外
に
証
明
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」（W

orks,	p.207

）
と
。

こ
こ
で
は
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
う
し
た
独
裁
的
な
危
険
性
を
認
識
し
つ
つ
、
こ
の
権
力
保
持
者
に
対
し
て
心
情
的
に
も
理
性
的
に
も
指
導
者
と
し

て
の
資
質
も
併
せ
も
つ
者
と
し
て
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
望
も
示
し
て
い
る
。

（
11
）	

Ibid.,	p.214.

（
12
）	

Ibid
.

（
13
）	

Ibid.,	pp.214-5	

（W
orks,	p.159

）

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
こ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
の
序
文
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
利
点
に
よ
っ
て
、
そ
の
窮
状
の
解
決

策
の
提
案
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
状
態
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
真
剣
に
提
案
し
て
い
る
如
く
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
移
入
さ
れ

た
ユ
ダ
ヤ
人
達
に
よ
っ
て
植
民
し
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
ほ
ど
悪
か
っ
た
。
次
の
よ
う
な
文
節
は
、
引
用
に
十
分
に
値
す
る
ほ
ど
明
ら
か
で
あ
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
再
生
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
言
う
如
く
、『
私
の
意
見
で
は
…
彼
ら
に
［
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
］
ユ
ダ
ヤ
人
の
慣
習
や
法
律
を
認
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
植
民
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
な
さ
れ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
と
い
う
の
は
そ
れ
は
、
世
界
の

全
諸
地
域
か
ら
、
急
速
に
ユ
ダ
ヤ
人
達
を
齎
し
、
そ
し
て
…
豊
潤
な
国
と
よ
き
港
も
齎
そ
う
し
、
彼
ら
は
［
取
引
や
農
業
］
の
両
面
で
適
切
と
な
ろ

う
（W
orks, ibid

.

）』。
こ
の
見
解
、
及
び
現
世
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
王
国
の
樹
立
の
シ
グ
ナ
ル
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
改
宗
で
あ
る
と
い
う
福
音
主
義

的
信
念
（
そ
れ
は
、
多
く
の
者
が
一
六
五
六
年
に
正
確
に
は
起
こ
る
と
予
期
し
た
出
来
事
）
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
推
測
す
る
こ
と
は
、
面
白

い
」（B

litzer,	 ibid
.

）。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
原
文
は
、
元
々
両
地
域
の
兵
力
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
思
想
的
性
格
と
革
命
期

の
背
景
も
示
す
故
、
我
々
は
こ
こ
で
確
認
し
た
次
第
で
あ
る
。
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（
14
）	

Ibid.	

（W
orks,	p.259

）

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
そ
の
脚
注
で
ハ
リ
ン
ト
ン
の
貴
族
の
定
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
の
憲
法
第
二
〇
条
の
注
釈
を
引
用

し
つ
つ
確
認
す
る
。「
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
従
い
、『
貴
族
（nobility

）』
を
次
の
よ
う
に
定
義
づ
け
る
。
即
ち
、『
自
分
達
の
耕

地
を
耕
し
た
り
せ
ず
、
か
つ
自
ら
の
生
計
の
た
め
に
他
の
仕
事
も
し
な
く
と
も
、
十
分
に
自
ら
の
収
入
で
生
活
す
る
よ
う
な
人
々
』」（W

orks,	

p.259

）
と
。
我
々
は
、
こ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
定
義
に
つ
い
て
同
じ
共
和
主
義
者
達
［
例
え
ば
、
ネ
ヴ
ィ
ル
や
シ
ド
ニ
ー
ら
］
と
同
様
な
認
識
を
確

認
で
き
る
（
例
え
ば
、
前
掲
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

（
15
）	

Ibid
.,	pp.215-6	

（W
orks,	pp.159-160

）

（
16
）	

Ibid.第
三
節　

オ
シ
ア
ナ
共
和
国
の
選
挙
制
度
論

わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
に
お
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
イ
ギ
リ
ス
共
和
国
の
憲
法
案
の
理
論
的
背
景
に
つ
い
て
、
そ
の
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』

の
序
論
に
沿
っ
て
（
特
に
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
る
論
に
沿
っ
て
）
概
観
し
て
き
た
。
本
節
は
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
こ
の
選
挙
制
度
そ
の
も
の

を
整
理
す
る
段
階
に
達
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
選
挙
制
度
が
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
案
に
お
い
て
最
も
重
要
な
基
本
的
要
素
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
故
、
真
っ
先
に
こ
の
主
題
と
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
、
政
治
的
権
威
の
源
泉
を
多
数
の
人
々
に
求
め
る
共
和
主

義
思
想
に
基
づ
く
ハ
リ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
、
彼
ら
が
託
す
る
エ
リ
ー
ト
を
選
出
す
る
過
程
と
な
る
選
挙
が
欠
か
せ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
認
識
し
た
如
く
、
オ
シ
ア
ナ
の
政
治
制
度
全
体
が
基
づ
く
諸
基
礎
は
、
そ
の
選
挙
方
法
と
制
度
そ
の
も
の

な
の
で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
ハ
リ
ン
ト
ン
研
究
で
は
多
く
が
そ
の
思
想
的
側
面
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
た
め
、
そ
の
制
度
が
技

術
的
要
因
と
み
な
さ
れ
、
理
論
と
の
関
連
で
必
ず
し
も
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
最
近
で
は
、
新
制
度
論
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
、

こ
の
側
面
に
も
光
が
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
わ
れ
わ
れ
も
真
剣
に
そ
れ
と
取
り
組
む
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
論
は
、
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
も
率
直
に
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
か
な
り
複
雑
に
し
て
入
り
組
ん
で
い
る
内
容
を
含

ん
で
い
る
（
１
）

。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
彼
に
よ
る
要
を
得
た
論
述
を
手
掛
か
り
と
し
て
ま
ず
纏
め
る
こ
と
と
な
る
。

一
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
の
基
本
的
構
成
要
素

ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
は
、
い
ず
れ
の
人
々
に
そ
れ
自
体
で
審
議
さ
れ
る
手
段
を
も
た
せ
る
か
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、「
い
か
な
る
共
和
制
に
お
い
て
も
選
挙
制
度
は
、
第
一
に
国
民
が
誰
な
の
か
、
そ
し
て
第
二
に
、
国
民
の
い

か
な
る
役
割
を
政
治
生
活
で
果
た
す
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
国
民
と
そ
の
政
府
と
の
重
要
な
連
繋
で
あ
る
（
２
）

」。
わ
れ
わ

れ
は
、
周
知
の
ご
と
く
多
く
の
者
が
普
通
選
挙
制
の
下
で
政
治
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
現
代
民
主
制
と
当
時
で

は
異
な
る
が
、
多
数
者
に
権
威
の
源
泉
を
求
め
る
と
い
う
思
想
に
つ
い
て
共
通
し
て
い
る
と
み
な
す
。
故
に
彼
ら
の
共
通
善
を
遂
行
す
る

に
は
そ
の
両
者
の
連
繋
が
欠
か
せ
ず
、
か
つ
そ
れ
を
実
現
す
る
う
ち
で
そ
れ
に
則
し
た
選
挙
制
度
が
不
可
欠
と
な
る
。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
に
お
い
て
、
そ
の
基
本
的
要
素
の
国
民
的
部
分
が
次
の
四
つ
の
区
分
に
分
け
ら
れ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ

ば
、
オ
シ
ア
ナ
の
選
挙
制
度
全
体
の
基
盤
は
、
共
和
国
の
設
立
の
準
備
と
し
て
設
定
さ
れ
た
オ
シ
ア
ナ
の
人
々
の
諸
区
分
に
お
い
て
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
さ
に
そ
の
と
き
に
、
立
法
評
議
会
（C

ouncil	of	L
egislators

）
が
エ
ン
ポ
リ
ゥ
ム
（
ロ
ン
ド
ン
）
で
開
催
さ
れ
た

と
い
う
（
３
）

。
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㈠　

第
一
区
分
（
経
済
的
な
自
立
的
区
分
）

第
一
区
分
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
「
質
」
と
称
す
る
も
の
に
従
い
、
正
式
な
者
が
自
由
人
な
い
し
市
民
で
あ
り
、
そ
の
他
に
使
用
人
の

二
区
分
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
そ
の
基
準
は
、
簡
明
に
経
済
的
に
自
立
自
足
す
る
者
で
あ
り
、
自
ら
を
支
え
得
る
い
か
な
る
人
で
さ
え
、
共

和
国
市
民
と
な
る
こ
と
で
権
利
が
与
え
ら
れ
る
（
４
）

。
こ
れ
は
、
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
も
明
示
的
に
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
第
一
区
分
が

軽
い
政
治
的
意
味
し
か
も
た
ぬ
と
い
う
ハ
リ
ン
ト
ン
の
議
論
か
ら
集
め
る
。
と
い
う
の
は
そ
う
し
た
も
の
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
か
ら
で

あ
る
と
い
う
。
市
民
で
な
い
少
数
の
者
は
、
そ
の
経
済
状
態
の
改
善
に
よ
っ
て
簡
明
に
市
民
と
な
り
得
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
人
間
に
対
す

る
楽
観
論
を
示
す
。

㈡　

第
二
区
分
（
年
齢
的
区
分
）

こ
こ
で
の
準
備
段
階
に
お
い
て
、
第
二
区
分
は
、
政
治
的
に
よ
り
一
層
重
要
で
あ
り
、
年
齢
に
よ
っ
て
主
要
な
市
民
の
主
要
部
内
で
形

成
さ
れ
た
。
即
ち
「
青
年
」
と
称
さ
れ
る
も
の
が
一
八
歳
と
三
〇
歳
の
年
齢
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
、「
高
年
」
と
称
さ
れ
る
も
の

が
三
〇
歳
以
上
の
も
の
で
あ
る
（
５
）

。

㈢　

第
三
区
分
（
経
済
的
所
得
区
分
）

市
民
の
主
要
部
内
で
再
度
、
第
三
区
分
が
経
済
的
地
位
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
。
即
ち
、
百
ポ
ン
ド
な
い
し
そ
れ
以
上
の
土
地
財
産
、
或

い
は
貨
幣
に
よ
る
年
間
収
入
を
得
る
市
民
が
騎
兵
階
級
を
形
成
す
る
。
他
方
、
そ
れ
よ
り
少
な
い
収
入
し
か
得
ぬ
市
民
は
、
歩
兵
階
級
に

含
ま
れ
る
（
６
）

。
こ
れ
は
、
所
謂
上
級
市
民
と
下
級
市
民
の
区
別
で
あ
る
。

㈣　

第
四
区
分
（
地
理
的
区
分
）

こ
れ
ら
の
予
備
的
区
分
の
う
ち
で
第
四
に
し
て
最
後
の
区
分
は
、
地
理
的
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
国
全
体
で
は
一
万
の
教
区
（
基
礎
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的
統
治
単
位
）、
千
の
郡
、
及
び
五
〇
の
部
族
（
州
）
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
の
区
分
が
形
成
さ
れ
る
方
式
は
、
純
粋
に
機
械
的
で
あ
る
。
こ

の
オ
シ
ア
ナ
は
、
へ
ミ
ス
ア
（
ト
レ
ン
ト
）
川
に
沿
っ
て
凡
そ
対
等
な
北
部
地
区
と
南
部
地
区
に
分
け
ら
れ
た
。
千
人
の
調
査
官
は
、
投

票
数
を
割
り
あ
て
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
教
区
の
在
所
を
決
定
す
る
た
め
に
実
施
現
場
に
派
遣
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
郡
と
し
て
知
ら
れ
る

一
〇
の
グ
ル
ー
プ
へ
と
地
理
的
に
組
織
さ
れ
、
郡
に
つ
い
て
彼
ら
は
、
同
様
に
部
族
と
し
て
知
ら
れ
た
二
〇
の
グ
ル
ー
プ
に
加
え
ら
れ
た
。

ゆ
え
に
教
区
及
び
故
に
郡
と
部
族
が
凡
そ
同
規
模
と
人
口
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
少
な
く
と
も
一
度
次
の
よ
う
な
可
能

性
を
熟
慮
し
た
。
即
ち
、
そ
れ
ら
の
人
口
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
地
理
的
区
分
に
お
い
て
選
挙
人
数
が
五
〇
以
下
か
、
五
〇
と
一
、〇
〇
〇

人
以
上
と
の
間
か
、
或
い
は
一
、〇
〇
〇
人
以
上
で
あ
る
か
ど
う
か
に
依
存
す
る
、
教
区
に
お
け
る
異
な
っ
た
手
続
き
規
定
を
形
成
し
た

と
き
、
か
な
り
多
様
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
（
７
）

。

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
れ
ら
の
構
造
を
正
当
化
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
に
次
の
よ
う
に
教
え
る
。
即
ち
、

「
共
和
国
の
設
立
な
い
し
構
築
に
お
い
て
、
第
一
の
仕
事
（
建
築
者
達
の
仕
事
）
は
、
資
材
を
適
合
さ
せ
、
か
つ
配
分
す
る
以
外
に
あ
り
得

ぬ
。
共
和
国
の
資
材
は
、
国
民
で
あ
る
」
と
（
８
）

。
特
に
人
は
、
秩
序
と
組
織
へ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
情
熱
の
表
現
を
こ
こ
に
見
る
。
ハ
リ

ン
ト
ン
が
特
に
数
学
的
表
現
が
で
き
る
場
合
に
、
こ
の
種
の
機
械
的
操
作
か
ら
簡
明
に
現
実
的
な
満
足
と
安
心
を
引
き
出
し
た
と
結
論
づ

け
る
し
か
あ
る
ま
い
。

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
市
民
と
使
用
人
の
二
区
分
が
「
構
成
的
で
な
く
、
当
然
、
そ
の
均
衡
に
お
い
て
本
来
的
（
９
）

」
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
に
独
立
的
で
な
い
人
々
が
、
法
が
規
定
す
る
こ
と
に
関
わ
り
な
く
、
事
の
性
質
上
、
重
要
で
な
い

こ
と
を
意
味
づ
け
る
。
明
ら
か
に
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
経
済
と
政
治
の
関
心
観
の
反
映
で
あ
る
。
政
治
権
力
が
経
済
権
力
の
反
映
で
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あ
る
ゆ
え
、
経
済
権
力
な
く
し
て
そ
れ
ら
が
政
治
権
力
も
欠
く
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
こ
の
条
項

は
、
共
和
国
の
自
由
な
い
し
統
治
参
加
と
一
貫
し
せ
ぬ
、
隷
属
の
性
質
の
証
拠
を
必
要
と
し
な
い
（
10
）

」
と
想
起
す
る
言
葉
で
明
ら
か
に
さ
れ

る
。二

、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
の
諸
局
面

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
人
的
と
同
様
に
構
成
的
と
認
め
る
青
年
と
高
年
の
年
齢
区
分
が
第
一
に
軍
事
的
根
拠
で

彼
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
が
教
え
ら
れ
る
青
年
は
、
高
年
が
常
備
軍
と
し
て
最
も
よ
く
委
ね
ら
れ
る
が
、
共
和
国
の

進
軍
と
し
て
仕
え
る
の
に
最
も
よ
く
適
合
さ
れ
る
。
こ
の
分
類
の
政
治
的
含
意
は
、
以
下
で
論
じ
ら
れ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
騎
兵
と
歩
兵

に
も
当
て
嵌
ま
る
。
そ
の
基
準
は
、
騎
士
的
兵
士
の
地
位
に
適
切
な
装
置
を
与
え
る
能
力
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
地
域
的
区
分
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。
そ
の
区
分
は
、
階
段
が
「
階
段
自
体
が
望
ま
し
く
な
い
が
、
階
段
な
く
し
て
部
屋
に
行
け
ぬ
」
家
に
属
す
る
如

く
、
共
和
国
に
属
す
る
と
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
が
引
用
す
る
正
確
な
数
字
が
オ
シ
ア
ナ
に
と
っ
て
不
正
確
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、

「
言
説
を
実
行
す
る
た
め
、
あ
る
確
実
性
を
決
め
る
（
11
）

」
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
を
弁
明
す
る
。

㈠　

選
挙
の
実
施
過
程

オ
シ
ア
ナ
の
実
際
上
の
投
票
は
、
精
緻
な
選
挙
制
度
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
選
挙
は
、
大
抵
の
水
準
で
二
種
類
の
官
吏
達

（
地
方
に
仕
え
る
官
吏
達
、
及
び
高
次
の
水
準
で
選
挙
に
参
加
す
る
人
々
）
が
選
出
さ
れ
る
事
実
に
よ
っ
て
複
雑
に
な
さ
れ
る
。
そ
の
複
雑
な
状

況
は
、
選
挙
を
秩
序
立
っ
て
遂
行
し
、
か
つ
詐
欺
行
為
の
可
能
性
を
予
防
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
選
挙
手
続
き
に
ほ
と
ん
ど
圧
縮
で
き

ぬ
く
ら
い
に
ま
で
、
含
ま
れ
る
存
在
に
よ
っ
て
は
改
善
さ
れ
ぬ
と
い
う
。
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最
初
の
選
挙
は
、
毎
年
一
月
の
最
初
の
月
曜
日
の
朝
九
時
、
一
〇
、〇
〇
〇
の
教
区
の
各
々
で
行
わ
れ
る
。
そ
の
と
き
、
高
年
者
の
主

要
部
全
体
が
教
区
に
集
ま
る
。
こ
れ
ら
の
選
挙
目
的
は
、
高
年
者
の
総
計
の
五
分
の
一
に
達
す
る
多
様
な
教
区
代
表
と
し
て
選
出
す
る
た

め
で
あ
る
。
手
短
に
選
挙
方
式
は
、
一
人
の
高
年
者
が
選
挙
［
候
補
者
の
］
提
案
者
と
し
て
仕
え
る
た
め
に
会
議
（assem

bly

）
の
中
か

ら
抽
選
で
選
出
さ
れ
る
。
そ
の
提
案
者
は
、
そ
の
会
合
に
先
立
ち
、
か
つ
代
表
と
し
て
選
挙
候
補
者
を
提
案
す
る
。
各
候
補
者
が
提
案
さ

れ
る
如
く
、
高
年
者
達
が
単
純
な
肯
定
投
票
と
否
定
投
票
を
投
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
名
で
投
票
す
る
。
こ
の
過
程
は
、
不
可
欠
な
代

表
数
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
継
続
す
る
。
そ
の
選
挙
が
遂
行
さ
れ
る
後
に
、
選
択
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
。
騎
兵
階
級
（
そ
こ
に
い
る
場
合

に
）
に
属
す
る
代
表
す
べ
て
が
選
出
リ
ス
ト
の
初
め
に
お
か
れ
る
こ
と
を
除
く
。
こ
の
例
外
の
重
要
性
は
、
わ
れ
わ
れ
が
次
の
よ
う
に
記

す
と
き
明
ら
か
と
な
る
。
即
ち
、
五
人
の
代
表
（
そ
の
名
は
、
最
初
に
そ
の
リ
ス
ト
に
現
れ
る
）
は
、
代
表
と
し
て
の
自
ら
の
役
割
に
加
え
、

教
区
官
吏
と
な
る
。
彼
ら
（
そ
の
名
は
、
そ
の
リ
ス
ト
の
最
初
の
第
二
番
の
者
と
な
る
）
は
、
教
区
民
生
委
員
と
な
り
、
第
三
の
者
は
警
官
長

と
な
り
、
第
四
、
第
五
番
目
の
も
の
は
教
区
役
員
と
な
る
（
12
）

。
こ
れ
ら
の
五
人
を
は
じ
め
と
し
て
こ
う
し
て
選
出
さ
れ
た
高
年
者
達
全
て

は
、
教
区
代
表
と
し
て
一
年
間
仕
え
、
そ
の
任
期
切
れ
に
続
く
期
間
に
再
選
さ
れ
る
資
格
を
も
た
ぬ
（
13
）

。

オ
シ
ア
ナ
選
挙
の
第
二
グ
ル
ー
プ
は
、
郡
の
集
会
所
と
し
て
知
ら
れ
た
所
で
毎
年
二
月
の
第
一
月
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
郡
の
各
々
は
、

七
人
の
官
吏
の
選
択
に
お
い
て
選
挙
人
と
し
て
仕
え
る
十
の
教
区
内
の
代
表
に
よ
っ
て
出
席
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
七
人
の
う
ち
の
四
人

（
一
人
の
治
安
判
事
・
一
人
の
陪
審
員
・
一
人
の
郡
の
大
将
・
及
び
一
人
の
旗
手
）
は
、
騎
兵
階
級
に
属
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
残
り
の
三
人
（
第
二
の

陪
審
員
・
検
死
官
・
及
び
警
官
長
）
は
、
歩
兵
階
級
の
間
か
ら
選
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
選
挙
方
式
は
、
教
区
に
お
け
る
よ
り
も
こ
こ
で
は
よ

り
絡
み
合
わ
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
一
部
で
選
挙
人
団
が
主
に
凡
そ
二
倍
で
あ
る
故
で
あ
る
が
、
本
質
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
。
任
命
者

達
は
、
抽
選
で
再
度
選
出
さ
れ
、
今
度
は
各
公
職
に
一
人
が
満
た
さ
れ
る
。
各
任
命
者
は
、
選
挙
人
の
是
認
に
服
す
る
、
特
定
の
公
職
候
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補
者
を
三
人
選
出
す
る
。
次
に
適
合
し
得
る
候
補
者
達
の
全
体
数
は
、
別
々
に
投
票
さ
れ
、
再
度
単
純
肯
定
投
票
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

同
等
に
し
て
秘
密
で
参
加
す
る
代
表
主
要
部
全
体
に
よ
っ
て
、
最
大
多
数
を
受
け
取
る
各
候
補
者
が
そ
の
公
職
に
選
出
さ
れ
る
（
14
）

。

第
三
の
選
挙
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
五
〇
部
族
の
各
々
の
集
会
場
所
で
毎
年
三
月
の
第
一
月
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
選
挙
人
は
、
そ

の
手
続
き
を
含
む
二
〇
〇
教
区
の
各
々
の
代
表
で
な
お
あ
る
。
こ
こ
で
の
手
続
き
は
、
い
か
な
る
記
述
も
不
可
能
に
す
る
ほ
ど
複
雑
で
あ

る
が
、
再
度
基
本
類
型
が
変
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
る
。
任
命
者
達
は
、
凡
そ
現
存
の
二
千
人
の
代
表
の
中
か
ら
抽
選
で
選
出
さ
れ
、
選
挙

は
秘
密
投
票
に
よ
り
、
か
つ
選
挙
権
は
平
等
で
あ
る
。
最
大
多
数
を
受
け
る
人
々
は
、
六
部
族
の
公
職
に
選
出
さ
れ
る
一
人
の
州
長
官
・

一
人
の
州
統
監
・
一
人
の
首
席
治
安
判
事
・
一
人
の
指
揮
官
［
需
品
科
将
校
］・
及
び
二
人
の
監
察
官
（C

ensors

）
で
あ
る
（
15
）

。

最
終
選
挙
は
、
そ
の
部
族
の
集
合
場
所
で
翌
日
（
三
月
の
第
一
月
曜
日
後
の
第
一
火
曜
日
）
に
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
再
度
、
選
挙
人
達
は
、

教
区
の
代
表
で
あ
る
が
、
今
選
挙
さ
れ
た
人
々
は
、
も
は
や
地
方
官
吏
で
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
ら
は
、
部
族
に
よ
っ
て
エ
ン
ポ
リ
ゥ
ム

［
ロ
ン
ド
ン
］
に
お
け
る
国
家
立
法
部
に
送
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
各
部
族
は
、
九
人
を
選
出
す
る
。
そ
の
う
ち
の
五
人
は
、
騎
兵
階
級
に

属
し
、
か
つ
四
人
が
歩
兵
階
級
に
属
す
る
。
こ
れ
ら
の
九
人
の
う
ち
の
二
人
は
、
と
も
に
騎
兵
階
級
で
あ
り
、
オ
シ
ア
ナ
の
立
法
部
上
院

の
州
代
表
と
な
る
。
残
る
七
人
は
、
三
人
が
騎
兵
階
級
で
、
四
人
が
歩
兵
階
級
で
あ
り
、
下
院
の
部
族
を
代
表
す
る
。
こ
れ
ら
の
選
挙
が

オ
シ
ア
ナ
の
五
〇
部
族
に
各
々
で
毎
年
一
〇
〇
人
以
上
の
上
院
議
員
、
及
び
三
五
〇
人
の
下
院
議
員
が
選
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

三
年
間
仕
え
る
故
に
、
両
院
の
全
議
員
は
三
〇
〇
人
の
元
老
院
と
一
、〇
五
〇
人
の
代
表
議
院
に
そ
れ
ぞ
れ
達
す
る
。
議
員
任
期
は
、
各

議
院
の
三
分
の
一
が
毎
年
入
れ
替
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
ま
で
に
配
置
さ
れ
、
か
つ
そ
の
手
続
き
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
公
職
輪
番
（
任
期
交
代
）

制
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。

オ
シ
ア
ナ
の
選
挙
制
度
に
お
け
る
利
益
の
主
要
点
の
精
緻
化
に
多
く
の
時
を
費
や
す
必
要
な
ど
な
い
よ
う
に
思
え
る
と
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
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は
い
う
（
16
）

。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
政
治
制
度
（
手
続
）
論
的
に
無
視
で
き
ぬ
ゆ
え
、
最
後
の
部
分
で
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

㈡　

選
挙
権
の
制
限

オ
シ
ア
ナ
の
選
挙
制
度
は
複
雑
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
具
現
す
る
諸
原
理
は
明
ら
か
で
あ
る
。
行
き
渡
る
選
挙
制
度
の
制
限
と
い
う
最
も

重
要
な
特
徴
は
、
注
目
が
そ
れ
に
引
か
れ
な
け
れ
ば
、
見
過
ご
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
に
、
女
性
の

選
挙
権
の
除
外
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
全
人
口
の
半
数
に
達
す
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
自
律
的
で
な
い
全
て
の
共
和
国

市
民
と
し
て
の
権
利
が
付
与
さ
れ
ぬ
こ
と
も
示
す
。
幾
分
、
よ
り
驚
か
し
か
つ
確
か
に
重
要
な
の
は
、
高
年
者
階
級
へ
の
選
挙
権
の
制
限

で
あ
る
。
一
七
世
紀
の
寿
命
が
現
在
よ
り
も
か
な
り
短
い
故
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
制
限
が
少
な
く
と
も
オ
シ
ア
ナ
の
市
民
人
口
の
半
数

の
政
治
活
動
全
て
か
ら
の
除
去
を
齎
し
た
こ
と
を
想
定
で
き
る
（
17
）

。
最
後
に
、
こ
の
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
た
高
年
者
集
団
で
さ
え
（
多
分
、

総
人
口
の
四
分
の
一
足
ら
ず
と
か
な
り
少
な
い
ほ
ど
ま
で
に
し
か
達
し
て
い
な
い
）、
教
区
選
挙
で
全
体
的
に
一
度
の
み
の
投
票
し
か
認
め
ら
な
い

こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
第
一
の
選
挙
後
に
、
全
て
の
官
吏
及
び
効
果
的
政
治
階
級
で
あ
る
立
法
部
の
全
議
員
を
選
挙
す

る
階
級
は
、
高
年
者
達
の
全
体
数
の
五
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
故
に
全
人
口
の
二
〇
分
の
一
以
下
か
ら
し
か
構
成
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
全
人
口
の
投
票
者
比
率
が
一
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
あ
っ
た
よ
り
も
全
て
の
可
能
性
に
お
い
て
か
な
り
高
い
こ
と
に
注

目
す
べ
き
で
あ
る
（
18
）

。
従
っ
て
こ
れ
は
、
選
挙
権
の
拡
大
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈢　

オ
シ
ア
ナ
の
選
挙
制
度
の
評
価

こ
う
し
た
徹
底
し
た
制
限
の
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
選
挙
が
自
由
に
し
て
平
等
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ギ
リ
シ
ャ
人
が
最
も
純
粋
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
表
現
で
あ
る
と
み
な
し
た
抽
選
に
よ
る
選
択
で
あ
る
、
機
会
要
素
は
、
全
水
準
で
任
命
者
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の
選
択
を
決
定
す
る
。
各
任
命
者
は
、
自
ら
が
秘
密
裡
に
投
じ
る
一
票
を
も
ち
、
か
つ
単
純
多
数
が
選
挙
に
は
十
分
で
あ
る
。
投
票
の
秘

密
に
つ
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
れ
が
脅
し
に
も
賄
賂
に
も
投
票
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
予
防
す
る
と
、
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
常

の
方
式
で
擁
護
す
る
。
任
命
者
達
の
選
択
に
お
け
る
機
会
と
、
投
票
に
お
け
る
秘
密
の
組
み
合
わ
せ
が
党
派
規
律
に
似
せ
る
い
か
な
る
こ

と
も
不
可
能
に
す
る
と
、
つ
い
で
に
言
え
ば
注
目
す
べ
き
か
も
し
れ
ぬ
（
19
）

。

こ
こ
で
は
も
う
一
つ
の
非
民
主
主
義
的
要
素
が
こ
の
描
写
に
入
る
と
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
説
く
。
選
挙
民
が
制
限
さ
れ
る
が
、
か
な
り
な

民
主
主
義
的
基
盤
で
選
出
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
唯
一
の
要
件
は
市
民
権
と
年
齢
で
あ
り
、
か
つ
選
挙
民
が
自
由
に
し
て
平
等
に
投
票
す
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
要
件
は
、
幾
つ
か
の
公
職
と
立
法
上
の
地
位
が
経
済
的
に
上
位
の
騎
兵
階
級
成
員
に
よ
っ
て
の
み
（
他
方
、

歩
兵
階
級
成
員
に
の
み
開
か
れ
る
）、
満
た
し
得
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
候
補
者
の
選
択
に
制
限
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
国
民
大
衆

が
自
分
達
を
統
治
す
る
の
に
値
す
る
官
吏
を
選
出
し
得
る
が
、
自
治
す
る
大
衆
に
は
出
来
ぬ
と
み
な
す
選
挙
貴
族
制
論
の
明
ら
か
な
適
用

で
あ
る
。
あ
る
程
度
、
オ
シ
ア
ナ
に
お
い
て
そ
れ
は
、
歩
兵
階
級
成
員
が
全
て
の
地
方
の
公
職
や
立
法
議
会
の
選
挙
人
と
し
て
仕
え
る
能

力
を
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
幾
つ
か
を
満
た
す
被
選
挙
資
格
を
彼
ら
自
身
持
つ
べ
き
で
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全

く
明
ら
か
に
こ
れ
は
、
そ
の
説
明
全
て
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
歩
兵
階
級
成
員
に
の
み
開
か
れ
て
い
る
公
職
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
説
明

し
得
ぬ
。
も
し
わ
れ
わ
れ
は
、
騎
兵
階
級
が
歩
兵
階
級
成
員
よ
り
も
上
位
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
と
簡
明
に
想
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
後

者
の
現
象
は
理
解
で
き
ぬ
。
実
の
と
こ
ろ
、
そ
の
状
況
は
よ
り
複
雑
で
あ
り
、
か
つ
政
治
的
に
よ
り
面
白
い
。
唯
一
の
可
能
な
る
説
明
は
、

騎
兵
階
級
が
歩
兵
階
級
に
対
す
る
制
限
が
統
治
官
や
立
法
者
の
主
要
部
間
で
富
者
と
貧
者
の
両
方
の
代
表
を
確
か
に
す
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
20
）

。

こ
の
こ
と
は
、
最
終
的
に
よ
り
一
般
的
な
オ
シ
ア
ナ
の
政
治
制
度
観
に
齎
す
。
実
際
的
に
言
え
ば
、
こ
の
選
挙
目
的
は
、
簡
明
に
い
く
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ら
か
の
公
職
を
満
た
す
た
め
に
人
々
を
選
択
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
こ
の
こ
と
が
唯
一
の
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
制
度
は

必
要
が
な
い
位
に
ま
で
複
雑
と
な
ろ
う
。
実
際
上
、
幾
つ
か
の
理
論
的
検
討
が
こ
の
点
で
そ
れ
自
体
へ
と
侵
入
す
る
。
選
挙
目
的
は
、
た

ん
に
人
々
を
選
出
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
特
定
の
種
類
の
人
々
（
即
ち
、
オ
シ
ア
ナ
国
民
の
「
諸
利
益
」
を
代
表
す
る
人
々
）
を
選
択

す
る
た
め
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
示
し
て
い
る
如
く
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
生
活
観
は
、
経
済
的
に
指
向
さ
れ
る
故
に
、
こ
れ
は
、
オ
シ

ア
ナ
の
主
要
な
集
団
を
代
表
す
る
人
々
の
選
択
を
第
一
義
的
に
意
味
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
経
済
的
地
位
と

思
想
的
地
位
と
の
間
の
現
実
的
関
連
を
信
じ
た
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
全
て
絡
み
合
わ
さ
れ
る
。『
オ
シ
ア
ナ
』
の
序
論
節
で
、
ハ
リ

ン
ト
ン
は
、「
人
々
の
主
要
部
全
体
を
通
じ
て
神
に
よ
っ
て
拡
散
さ
れ
た
『
自
然
的
貴
族
制
（
21
）

』」
に
言
及
す
る
。
そ
れ
故
、『
オ
シ
ア
ナ
』

で
述
べ
ら
れ
た
如
く
、
選
挙
制
度
は
、
同
時
的
に
二
つ
の
特
有
な
諸
機
能
を
現
実
に
遂
行
す
る
。
第
一
に
、
い
く
ら
か
の
統
治
官
達
・
上

院
立
法
部
・
及
び
下
院
の
半
分
が
騎
兵
階
級
間
か
ら
選
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
憲
法
が
か
な
り
の
数
の
自
然
的
貴

族
達
の
統
治
に
お
け
る
存
在
を
確
か
に
す
る
。
第
二
に
、
そ
の
憲
法
も
諸
利
益
の
代
表
の
名
に
お
い
て
明
ら
か
に
、
歩
兵
階
級
の
多
く
の

成
員
選
挙
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
後
者
の
目
的
は
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
各
部
分
が
立
法
部
で
示
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

オ
シ
ア
ナ
の
地
域
区
分
に
よ
っ
て
仕
え
ら
れ
る
（
22
）

。

（
１
）	C

.B
litzer,	 A

n
 Im

m
ortal C

om
m

on
w

ealth,	1960,	p.207.

（
２
）	C
.B
litzer,	 op. cit.,	p.217.

（
３
）	
Ibid

.	

（W
orks,	p.207

）

（
４
）	

Ibid
.

（
５
）	

Ibid.,	pp.217-218	

（W
orks,	p.212

）
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（
６
）	

Ibid.,	p.218.	

ブ
リ
ッ
ツ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
用
語
「
騎
兵
」「
歩
兵
」
は
、「
オ
シ
ア
ナ
の
軍
事
組
織
を
指
す
」
と
い
う
。

（
７
）	

Ibid
.	

（W
orks,	pp.214-215

）

（
８
）	

Ibid.,	pp.218-9	

（W
orks,	p.212

）

（
９
）	

Ibid.,	p.219	

（W
orks,	p.665

）

（
10
）	

Ibid
. （W

orks,	p.212

）

（
11
）	

Ibid.,	pp.219-220	

（W
orks,	p.666

）

（
12
）	

Ibid.,	pp.220-22.

（
13
）	

Ibid.,	p.221.

（
14
）	

Ibid
.

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、「
候
補
者
達
が
、
別
々
に
投
票
さ
れ
る
故
に
、
次
の
よ
う
に
可
能
で
あ
り
、
か
つ
ハ
リ
ン
ト
ン
は
明
ら
か
に

信
じ
た
と
い
う
。
即
ち
、
ど
の
公
職
へ
の
一
人
以
上
の
候
補
者
も
、
肯
定
投
票
の
多
数
得
票
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
」
と
。

（
15
）	

Ibid.,	p.222

（W
orks,	p.226

）

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
は
、
オ
シ
ア
ナ
憲
法
第
10
条
に
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。
即
ち
「
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
ヌ
ビ
ア
部
族
の
二
、二
〇
〇
の
代
表
数
を
引

用
し
、
そ
の
う
ち
の
七
〇
〇
人
が
騎
兵
で
、
一
、五
〇
〇
人
が
歩
兵
で
あ
る
」（W

orks,	pp.221,228

）
と
。

（
16
）	

Ibid.,	p.223.

（
17
）	

Ibid.

（
18
）	

Ibid.,	p.224.

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
死
亡
率
と
寿
命
に
関
す
る
情
報
は
乏
し
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
ジ
ョ
ン
・
グ
ロ
ー
ン
ト

著“N
atural	and	P

olitical	O
bservations	U

pon	the	B
ills	of	M

ortality ”

と
い
う
題
名
の
著
書
（
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
誕
生
と
死
亡
記
録
に

基
づ
い
た
も
の
）
に
よ
る
と
、
現
代
の
統
計
の
専
門
家
に
よ
っ
て
欠
点
も
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
一
七
世
紀
半
ば
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
口
の
凡

そ
五
分
の
一
が
三
〇
歳
以
上
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
。
こ
う
し
た
数
字
に
基
づ
く
と
、
オ
シ
ア
ナ
の
選
挙
制
限
は
、
人
口
の
一
〇
分
の
九
（
も
ち

ろ
ん
、
女
性
と
子
供
を
は
じ
め
と
し
て
）
を
除
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
。
彼
は
、
次
の
よ
う
な
文
献
に
よ
っ
て
前
者
の
説
明
に
つ
い
て
参
照
し
た
と
記
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す
（L

.I.D
ublin	et	al.,	 L

en
gth

 of L
ife,	1936,	p.40

）。

し
か
し
こ
の
選
挙
権
の
制
限
規
定
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
選
挙
権
に
比
し
て
も
数
倍
の
選
挙
権
拡
大
の
主
張
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

（
19
）	

Ibid
.

（
20
）	

Ibid.,	p.225.

（
21
）	

Ibid.,	p.226.

（
22
）	

Ibid
.

三
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
の
遂
行
方
法
（
そ
の
『
投
票
の
方
法
と
使
用
』
を
中
心
に
）

㈠　

間
接
選
挙
制
問
題

わ
れ
わ
れ
は
、
前
項
で
ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
論
の
要
点
に
つ
い
て
、
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
の
論
点
に
沿
っ
て
主
に
再
検
討
し
て
き
た
。

ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
の
そ
れ
は
、
確
か
に
ハ
リ
ン
ト
ン
の
主
著
に
則
し
て
要
領
よ
く
整
理
し
て
い
る
。
と
は
い
え
そ
れ
は
、
問
題
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
は
、「
間
接
選
挙
」
方
式
を
そ
の
支
柱
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
い
る
が
、
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー

は
そ
の
概
念
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
こ
の
間
接
選
挙
制
に
つ
い
て
、
そ
の
支
柱
で
あ
る
と
論

じ
る
の
は
、
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
よ
り
も
約
四
六
年
も
前
に
論
じ
た
ラ
ッ
セ
ル
・
ス
ミ
ス
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
『
ハ
リ
ン
ト
ン
と
彼
の

「
オ
シ
ア
ナ
」（
一
七
世
紀
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
そ
の
影
響
の
研
究
）』（
一
九
一
四
）
に
お
い
て
、
そ
の
間
接
選
挙
制
的
性
格
を
論

じ
た
。

彼
に
よ
れ
ば
、「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
理
論
に
は
、
二
つ
の
基
本
的
提
案
が
含
ま
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
彼
の
諸
著
作
に
具
現
さ
れ
た
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他
の
全
て
の
諸
提
案
が
構
築
さ
れ
る
。
第
一
に
、
国
家
の
保
全
は
、
支
配
階
級
に
よ
る
適
切
な
土
地
区
分
の
所
有
に
依
拠
す
る
。
第
二
に
、

統
治
政
体
は
、
四
つ
の
機
構
的
工
夫
（
投
票
・
間
接
選
挙
・
公
職
輪
番
制
・
及
び
討
議
と
決
議
機
能
が
分
離
さ
れ
る
両
院
制
）
の
支
え
な
く
し
て

純
粋
に
し
て
健
全
で
あ
り
得
ぬ
（
１
）

」
と
。
ス
ミ
ス
は
、
こ
こ
で
は
ま
ず
所
謂
「
農
地
法
的
な
経
済
的
権
力
」
論
を
基
盤
と
し
て
政
治
理
論
を

組
み
立
て
る
通
説
を
確
認
す
る
。
そ
の
論
理
に
続
き
、
機
構
的
仕
掛
け
と
し
て
、
投
票
方
式
・
ま
ず
選
挙
人
を
選
び
、
彼
ら
を
通
じ
て
当

選
者
を
選
出
す
る
間
接
選
挙
・
主
要
な
統
治
官
に
関
す
る
公
職
輪
番
制
・
並
び
に
元
老
院
の
討
議
機
能
と
よ
り
広
範
な
国
民
を
代
表
議
会

に
よ
る
決
議
機
能
の
厳
格
な
分
離
に
よ
る
両
院
制
を
支
柱
と
し
て
い
る
と
整
理
す
る
。

本
項
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
前
記
の
如
く
こ
の
間
接
選
挙
制
を
よ
り
具
体
的
に
論
じ
る
ハ
リ
ン
ト
ン
の
著
作
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
そ

れ
は
、『
投
票
方
法
と
そ
の
使
用
』
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
選
挙
制
度
に
お
け
る
最
も
詳
細
に
し
て
明
確
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
元
老
院
に
お
け
る
主
要
な
統
治
官
職
を
選
出
す
る
投
票
方
式
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
そ

の
元
老
院
に
お
け
る
主
要
な
統
治
官
の
選
出
過
程
と
し
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈡　

元
老
院
に
お
け
る
主
要
統
治
官
の
選
出
方
法

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
ま
ず
［
図
3
・
1
］
に
お
い
て
オ
シ
ア
ナ
の
投
票
の
使
用
に
従
い
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
投
票
方
法
（
実
際
上
容
易
で

あ
る
が
、
言
説
や
記
述
で
は
困
難
を
伴
う
も
の
）
の
方
法
」
を
例
示
し
よ
う
と
努
め
る
。
そ
の
図
は
元
老
院
を
示
し
、
元
老
院
は
、
そ
の
議
院

及
び
開
会
方
法
に
つ
い
て
三
百
人
の
定
員
の
四
分
の
一
な
い
し
半
数
を
含
み
、
上
部
の
端
に
あ
る
台
座
（T

ribunal

）
は
、
四
つ
の
階
段
を

上
が
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
の
最
上
段
の
「
共
和
国
政
庁
（signory
）［
に
属
す
る
統
治
官
］」
を
構
成
す
る
、
A
将
軍
、
B
演
説
官
、

C
三
人
の
国
璽
委
員
、
D
三
人
の
財
務
委
員
が
座
し
、
そ
の
う
ち
の
一
人
（
Ｅ
）
が
中
間
壷
（
Ｆ
）
の
臨
時
監
察
官
任
務
」
を
差
し
当

た
っ
て
遂
行
す
る
と
い
う
（
２
）

。
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そ
の
台
座
の
二
つ
の
上
段
に
は
、
こ
の
議
院
の
各
両
側
の
壁
に
接
す
る
二
つ
の
長
椅
子
が
対
応
す
る
（
Ｇ
、
Ｇ
、
Ｇ
、
Ｇ
）。
そ
の
最
も

外
側
は
、
そ
の
最
上
段
と
同
じ
高
さ
に
あ
り
、
そ
の
最
も
奥
の
部
分
は
、
そ
れ
に
接
す
る
の
と
同
じ
高
さ
に
あ
る
。
第
一
種
の
座
席
は
、

同
様
に
第
二
種
の
座
席
が
、
議
場
の
床
面
に
接
し
、
玉
座
［
ス
テ
ー
ジ
］
の
二
つ
の
最
下
部
階
段
と
同
じ
高
さ
に
あ
る
四
つ
の
長
椅
子

（
Ｈ
、
Ｈ
、
Ｈ
、
Ｈ
）
か
ら
な
る
ご
と
く
、
四
つ
の
ベ
ン
チ
か
ら
な
る
。
故
に
、
こ
の
「
元
老
院
議
院
全
体
は
、
二
種
の
座
席
（
各
々
が
四
つ

の
ベ
ン
チ
か
ら
な
る
）」
に
分
け
ら
れ
る
と
説
く
（
３
）

。

こ
の
区
分
は
、
こ
れ
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
元
老
院
議
員
達
の
投
票
機
能
の
遂
行
に
お
け
る
よ
り
大
な
る
便
宜
を
齎
す
ば
か
り
で
な

く
、
元
老
院
の
局
面
に
よ
り
大
き
な
恩
恵
を
齎
す
。
外
側
の
ベ
ン
チ
（
Ｉ
、
Ｉ
）
の
中
間
に
監
察
官
の
椅
子
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
通
常
の

場
所
に
あ
り
、
投
票
時
に
彼
ら
は
、
外
側
の
壷
の
各
々
（
Ｌ
、
Ｌ
）
の
そ
ば
に
い
る
常
任
監
察
官
（
Ｋ
、
Ｋ
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
所
に
上

が
り
、
か
つ
座
す
る
。
元
老
院
議
院
か
ら
台
座
の
半
分
の
ス
ペ
ー
ス
な
い
し
第
二
階
段
の
上
に
あ
る
彼
ら
の
前
に
、
そ
う
し
た
テ
ー
ブ
ル

や
鉢
（
Ｎ
、
Ｎ
）
と
並
ん
で
座
す
る
人
々
（
Ｍ
、
Ｍ
）
は
、
議
院
の
書
記
な
い
し
秘
書
で
あ
る
。
そ
の
議
場
（
そ
れ
は
、
羊
毛
製
の
袋
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
）
で
の
短
い
座
席
（
Ｏ
、
Ｏ
）
の
上
に
、
こ
の
「
二
人
の
騎
兵
護
民
官
（
Ｐ
）、
二
人
の
歩
兵
護
民
官
（
Ｑ
）、

及
び
裁
判
官
（
Ｒ
、
Ｒ
、
Ｒ
、
Ｒ
）」
が
座
る
。
こ
れ
ら
の
護
民
官
全
て
は
、
補
佐
役
で
あ
る
が
投
票
権
を
も
た
ぬ
。
こ
の
元
老
院
の
方
針

が
審
議
さ
れ
る
と
、
投
票
が
以
下
の
よ
う
に
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
（
４
）

。

第
一
に
、
金
小
球
が
い
く
つ
か
の
揃
い
の
も
の
か
ら
な
り
、
故
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
で
記
さ
れ
る
が
、「
秘
書
は
、
将
軍
卿
と
演

説
官
卿
に
小
さ
な
壷
（
そ
こ
に
は
各
々
の
揃
い
の
も
の
と
印
字
付
き
の
小
球
が
あ
る
）」
を
提
示
し
、
将
軍
卿
が
ど
ん
な
小
球
を
引
く
か
を
見
る

が
、
同
じ
も
の
以
外
に
中
間
壷
に
は
そ
の
時
に
使
わ
れ
ぬ
（
Ｆ
）。
演
説
官
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
文
字
の
よ
う
な
も
の
は
、
脇
（
に
あ
る
）

壷
で
見
ら
れ
る
（
Ｌ
、
Ｌ
）。
即
ち
、
将
軍
卿
が
Ａ
字
付
き
小
球
を
引
く
な
ら
ば
、
そ
の
日
の
壷
に
中
の
金
小
球
は
、
Ｂ
字
付
き
で
記
さ
れ



五
〇
〇

る
。
そ
れ
が
こ
の
投
票
以
前
に
直
ぐ
に
な
さ
れ
、
故
に
そ
の
文
字
が
投
票
係
達
に
知
ら
さ
れ
ぬ
ゆ
え
、
彼
ら
は
不
正
行
為
も
誤
魔
化
し
も

な
し
得
ず
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
人
は
自
ら
の
手
に
金
小
球
を
運
び
得
る
し
、
そ
の
壷
か
ら
そ
れ
を
引
い
た
と
思
え
る
か
も
し
れ
ぬ
。
そ
の

壷
の
中
の
金
小
球
を
引
く
人
は
、
そ
れ
を
そ
の
壷
の
監
察
官
な
い
し
評
価
官
へ
と
渡
す
。
そ
の
人
は
、
そ
れ
ら
の
当
た
り
籤
の
性
格
と
受

け
と
め
、
故
に
自
ら
の
当
た
り
籤
を
認
め
る
と
説
か
れ
る
（
５
）

。

将
軍
卿
と
演
説
官
卿
は
、
そ
の
文
字
で
籤
を
引
い
て
選
出
名
を
決
め
た
後
、
そ
れ
に
従
っ
て
壷
は
従
っ
て
委
員
達
の
う
ち
の
一
人
と
、

二
人
の
監
察
官
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
る
。
壷
の
準
備
は
、
こ
う
し
た
方
法
に
従
う
。
も
し
元
老
院
が
例
え
ば
、
統
治
官
の
予
定
表
と
呼
ば

れ
た
リ
ス
ト
を
選
出
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
㈠
将
軍
卿
、
㈡
演
説
官
卿
、
㈢
第
三
国
璽
委
員
、
㈣
第
三
財
務
委
員
、

㈤
第
一
監
察
官
、
㈥
第
二
監
察
官
」、
で
あ
る
と
い
う
（
６
）

。

㈢　

選
挙
人
と
立
候
補
者

選
出
リ
ス
ト
（
な
い
し
予
定
表
）
は
、
六
統
治
官
職
か
ら
な
り
、
各
統
治
官
職
に
四
人
の
競
争
［
候
補
］
者
が
い
る
こ
と
と
す
る
。
そ

れ
は
、
提
案
さ
れ
た
全
部
で
二
四
人
の
競
争
者
か
ら
な
る
。
競
争
者
を
提
案
す
る
人
々
は
、
選
挙
人
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
「
間
接
選
挙

制
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
主
要
素
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
選
挙
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
以
上
を
提
案
で
き
ず
、
故
に
「
二
四

人
の
選
挙
人
提
案
の
た
め
に
、
こ
こ
で
は
二
四
人
の
存
在
が
必
要
条
件
と
す
る
こ
と
と
な
る
。
人
は
、
抽
選
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
選
挙

人
を
二
四
人
と
す
る
た
め
、
中
間
（
に
あ
る
）
壷
に
二
四
の
小
球
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
ら
（
と
い
う
の
は
さ
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は

抽
選
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
）
は
、
競
い
得
る
空
籖
数
（
な
い
し
銀
小
球
）
と
混
合
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
二
四
の
金
小
球
に
二
六
の
銀
小
球

を
加
え
る
と
、
そ
れ
（
当
た
り
籤
と
空
籖
を
数
え
る
）
は
、
五
〇
の
小
球
と
な
る
。
い
か
な
る
人
も
、
そ
の
脇
壷
の
う
ち
の
金
小
球
を
最
初

に
引
い
て
い
な
い
た
め
中
間
壷
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
ゆ
え
、
抽
選
が
成
立
し
、
か
つ
こ
の
壷
の
当
た
り
籤
（
な
い
し
金
小
球
）
が
全
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〇
一

て
引
か
れ
る
こ
と
を
確
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ
に
五
〇
人
が
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
両
方
に
お
い
て
五
〇
に
な
る
二
五

の
小
球
を
脇
壷
の
各
々
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
各
元
老
院
議
員
が
抽
選
と
す
る
た
め
に
、
脇
壷
の
金
小
球
は
、
各
脇
壷
で
空
籤
と
合
わ
せ

て
投
票
者
数
で
対
等
と
な
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
え
ば
、
そ
の
議
院
は
、
三
〇
〇
の
元
老
院
議
員
か
ら
な
る
と
き
、
各
脇

壷
に
各
々
に
一
二
五
の
空
籖
と
、
二
五
の
当
た
り
籖
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
脇
壷
の
両
方
で
三
〇
〇
の
小
球
と
な
る
。
こ
れ
は
、

壷
を
準
備
す
る
ミ
ス
テ
リ
ー
全
体
で
あ
る
。
そ
れ
を
監
察
官
は
、
な
す
技
術
を
も
つ
。
し
か
し
残
り
の
投
票
は
、
諸
党
派
投
票
が
そ
れ
を

理
解
し
よ
う
が
し
ま
い
が
、
必
然
的
な
結
果
と
し
て
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
他
に
あ
り
得
ず
、
か
つ
こ
の
「
技

術
の
遂
行
に
お
い
て
い
か
な
る
混
同
に
陥
る
こ
と
が
で
き
ぬ
」
と
い
う
（
７
）

。

し
か
し
ハ
リ
ン
ト
ン
が
言
っ
た
如
く
、
こ
の
投
票
は
、
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
即
ち
、
抽
選
と
選
挙
、
或
い
は
提
案
と
結
果
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
両
院
間
の
機
能
上
の
分
離
な
い
し
分
立
原
理
を
示
す
。
抽
選
は
、
そ
の
競
争
者
達
を
決
定
す
る
人
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
競
争

者
達
の
い
ず
れ
か
が
統
治
官
と
な
る
か
を
決
定
す
る
の
は
、
元
老
院
の
結
果
で
あ
る
と
説
か
れ
る
（
８
）

。

㈣　

抽
選
の
実
施
過
程

続
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
抽
選
の
実
施
過
程
を
説
明
す
る
論
法
を
検
証
す
る
こ
と
と
な
る
。

第
一
秘
書
は
、
ま
ず
選
挙
当
日
に
選
出
さ
れ
る
統
治
官
職
リ
ス
ト
を
聞
き
と
れ
る
ほ
ど
の
声
で
読
み
上
げ
、
次
に
そ
の
元
老
院
議
員
達

が
自
分
達
の
手
を
あ
げ
、
公
平
な
選
挙
の
宣
誓
を
す
る
。
そ
れ
が
な
さ
れ
る
と
も
う
一
人
の
秘
書
が
将
軍
卿
に
小
さ
な
壷
を
示
し
、
そ
こ

に
四
つ
の
小
球
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
小
球
の
各
々
は
、「
上
部
の
端
の
第
一
座
席
」、「
下
部
の
端
の
第
一
座
席
」、「
上
部
の
端
の
第
二
座

席
」、「
下
部
の
端
の
第
二
座
席
」
と
い
う
記
銘
の
う
ち
の
一
つ
が
あ
る
。
そ
う
し
て
「
将
軍
卿
が
引
く
も
の
の
い
ず
れ
か
を
見
よ
」、
と

そ
の
秘
書
が
大
声
で
そ
の
記
銘
を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
呼
ば
れ
た
座
席
［
の
も
の
］
は
、
こ
の
壷
に
来
る
。
そ
の
図
の
こ
れ



五
〇
二

は
、
上
部
の
端
に
あ
る
第
二
座
席
で
あ
る
。
彼
ら
が
両
方
の
脇
壷
に
来
る
方
法
は
、［
そ
の
方
向
を
記
し
た
］
二
つ
の
フ
ァ
イ
ル
記
銘
に

あ
り
、
各
々
の
脇
壷
の
カ
バ
ー
に
二
つ
の
穴
が
あ
り
、
そ
の
手
段
に
よ
っ
て
二
人
が
同
時
に
抽
選
を
引
き
得
る
。
ゆ
え
に
そ
の
元
老
院
議

員
（
Ｓ
、
Ｓ
）
は
、
彼
ら
の
座
席
（
Ｈ
、
Ｈ
、
Ｈ
、
Ｈ
）［
議
院
の
い
ず
れ
か
の
側
の
ベ
ン
チ
］
の
上
部
の
端
の
「
脇
壷
」（
Ｌ
、
Ｌ
）
に
来
て

い
る
。
元
老
院
議
員
達
（
Ｔ
、
Ｔ
、
Ｔ
）
は
、
脇
壷
で
引
い
て
い
る
。
そ
の
元
老
院
議
員
（
Ｖ
）
は
、
壷
に
あ
る
自
ら
の
金
小
球
を
引
い
た

の
で
、
か
つ
次
の
よ
う
な
「
中
間
［
に
あ
る
］
壷
」（
Ｆ
）
へ
と
行
っ
て
い
る
。
即
ち
、
そ
の
中
間
壷
で
他
の
脇
壷
に
あ
る
同
様
な
こ
と

を
な
し
た
後
、
成
功
裡
の
上
院
議
員
（
Ｗ
）
は
、
既
に
引
き
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
元
老
議
員
達
（
Ｘ
、
Ｘ
、
Ｘ
、
Ｘ
）
は
、
彼
ら
の
脇
壷
に

お
け
る
空
籤
を
引
い
た
ゆ
え
に
、
か
つ
壷
の
足
元
に
あ
る
鉢
（
Ｙ
、
Ｙ
）
に
空
籤
を
投
じ
た
後
、
下
部
の
端
に
ま
で
彼
ら
の
座
席
を
再
度

進
み
つ
つ
あ
る
。
中
間
壷
に
い
る
不
成
功
の
元
老
院
議
員
⒜
が
中
間
壷
に
同
様
に
な
し
た
ゆ
え
に
、
自
ら
空
籤
を
⒝
と
い
う
鉢
に
投
じ
、

か
つ
再
度
自
ら
の
座
席
へ
と
進
み
つ
つ
あ
る
。
と
い
う
の
は
脇
壷
に
当
た
り
籤
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
中
間
壷
に
来
る
権
利
同
然
の
も

の
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
も
し
そ
の
彼
が
空
籤
を
引
く
な
ら
ば
、
脇
壷
で
彼
の
運
命
は
、
結
局
な
い
こ
と
に
な
り
、
ゆ
え

に
自
ら
の
地
位
に
戻
る
。
し
か
し
元
老
院
議
員
⒞
は
、
中
間
壷
で
当
た
り
籤
を
得
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
そ
の
委
員
が
自
ら
の
小
球
を

調
べ
、
か
つ
「
正
し
い
」
と
い
う
標
を
見
つ
け
た
後
、
そ
の
彼
は
、
選
挙
人
達
の
座
席
を
数
段
上
が
る
。
そ
れ
は
、「
台
座
を
横
切
っ
て

お
か
れ
る
［
ｄ
］（
中
間
壷
付
近
の
成
功
裡
な
元
老
院
議
員
達
の
ベ
ン
チ
）
形
態
で
あ
る
。
そ
の
台
座
で
彼
は
自
ら
の
前
に
引
か
れ
た
他
の
選

挙
人
達
（
ｅ
、
ｅ
、
ｅ
）」
と
と
も
に
引
か
れ
た
の
に
従
っ
て
自
ら
の
身
を
置
く
。
彼
ら
は
、
自
分
達
の
数
が
当
日
選
出
さ
れ
る
統
治
官
数

に
達
す
る
ま
で
、
引
き
返
さ
ぬ
。
し
か
し
政
庁
（
に
所
属
す
る
統
治
官
）
に
面
し
て
座
す
。
そ
れ
は
、
示
さ
れ
た
如
く
、
差
し
当
た
っ
て

６
人
の
選
挙
人
が
形
成
さ
れ
た
後
、
彼
ら
は
自
ら
が
引
か
れ
た
の
に
従
っ
て
数
え
ら
れ
る
。
選
出
さ
れ
る
［
彼
ら
の
順
序
が
］
第
一
、

第
二
、
第
三
、
第
四
、
第
五
、
及
び
第
六
で
あ
り
、
最
初
に
選
出
さ
れ
る
最
初
の
六
人
が
最
初
の
選
挙
人
水
準
で
あ
る
と
い
う
（
９
）

。
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五
〇
三

形
成
さ
れ
た
最
初
の
選
挙
人
水
準
は
、
元
老
院
か
ら
か
つ
次
の
よ
う
な
委
員
会
な
い
し
評
議
会
会
場
へ
と
選
出
さ
れ
る
一
通
の
選
出
リ

ス
ト
表
と
と
も
に
秘
書
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
選
挙
人
達
は
、
自
分
自
身
以
外
に
い
か
な
る
者
と
も
協
議
す
る
方
法
も
、
か

つ
彼
ら
の
会
場
に
お
い
て
も
投
票
が
終
わ
る
ま
で
被
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
秘
書
は
、
彼
ら
が
法
や
彼
ら
の
良
心
に
従
っ
て
、

選
挙
す
る
と
い
う
自
ら
の
誓
い
を
彼
ら
に
な
し
た
後
、
彼
ら
に
そ
の
リ
ス
ト
を
渡
し
、
か
つ
も
う
一
人
の
秘
書
が
入
り
口
を
管
理
す
る
一

方
で
、
自
ら
の
ペ
ン
と
紙
の
あ
る
そ
の
テ
ー
ブ
ル
の
下
部
の
端
に
自
ら
座
る
と
説
か
れ
る
（
10
）

。

「
選
挙
人
達
の
第
一
水
準
が
か
く
し
て
座
ら
れ
る
よ
う
な
時
ま
で
、
選
挙
人
達
の
第
二
水
準
」
が
引
か
れ
る
。
彼
ら
は
、
同
じ
選
出
リ

ス
ト
の
第
二
枚
目
に
よ
っ
て
前
者
と
同
じ
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
秘
書
達
に
よ
っ
て
も
う
一
つ
の
委
員
会
会
場
へ
と
導

か
れ
る
と
い
う
（
11
）

。

正
確
に
は
同
様
な
も
の
は
、
選
挙
人
達
の
第
三
水
準
と
第
四
水
準
（
或
い
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
達
は
、
そ
れ
を
ハ
ン
ズ
［
人
々
］
と
呼
ぶ
）
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
手
段
に
よ
っ
て
人
は
、
二
四
人
の
選
挙
人
に
分
け
さ
せ
、
同
じ
四
枚
の
リ
ス
ト
に
従
っ
て
、
六
人
に
よ
っ
て
四

人
な
い
し
四
つ
の
水
準
の
選
挙
人
に
分
け
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
水
準
の
各
々
は
、
そ
の
リ
ス
ト
に
各
統
治
官
職
に
一
人
の
競
争

［
候
補
］
者
を
指
名
す
る
。
即
ち
、
第
一
選
挙
人
は
、
第
一
の
統
治
官
職
を
指
名
し
、
第
二
選
挙
人
は
、
第
二
統
治
官
職
を
指
名
す
る
と

い
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
た
と
え
選
挙
人
と
い
え
ど
も
た
ん
に
抽
選
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
る
が
、
指
名
さ

れ
た
競
争
者
達
は
、
い
か
な
る
抽
選
に
よ
っ
て
も
選
出
さ
れ
ぬ
が
そ
の
水
準
［
人
々
］
全
体
の
選
挙
に
よ
る
。
例
え
ば
、
第
一
水
準
に
お

け
る
第
一
の
選
挙
人
は
、
将
軍
卿
［
に
就
け
る
］
人
の
名
を
提
案
す
る
。
そ
の
名
は
自
身
と
他
の
五
人
の
選
挙
人
に
よ
っ
て
投
票
さ
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
に
投
票
さ
れ
る
名
が
半
数
以
上
の
得
票
に
達
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
除
か
れ
る
。
そ
し
て
第
一
選
挙
人
は
、
別
の
人
を

同
じ
統
治
官
職
に
指
名
す
る
。
そ
し
て
ゆ
え
に
も
し
こ
れ
も
失
敗
す
れ
ば
、
自
ら
が
指
名
す
る
人
（
そ
れ
が
自
身
で
あ
れ
他
の
人
で
あ
れ
）
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が
肯
定
と
し
て
投
票
者
の
半
数
以
上
に
達
し
、
か
つ
そ
の
名
が
肯
定
と
し
て
選
挙
人
達
に
達
す
る
水
準
の
第
二
選
挙
人
は
、
彼
の
指
名
の

者
が
統
治
官
職
に
選
択
さ
れ
る
ま
で
、
第
二
統
治
官
職
に
指
名
す
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
一
人
の
競
争
者
が
そ
の
リ
ス
ト
の
統
治
官
職
に

選
択
さ
れ
、
か
つ
書
か
れ
る
ま
で
第
一
水
準
の
残
り
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
さ
て
選
挙
人
達
の
第
二
、
第
三
、
第
四
の
水
準
が
同
じ
方
法

に
よ
っ
て
、「
各
統
治
官
職
へ
の
一
人
の
競
争
［
候
補
］
者
が
各
水
準
に
選
択
さ
れ
る
と
き
、
各
統
治
官
職
へ
と
四
人
の
競
争
者
全
員
か

ら
選
出
さ
れ
る
」
こ
と
が
起
こ
る
と
説
く
（
12
）

。

も
し
選
挙
人
達
の
水
準
で
論
争
が
生
じ
る
な
ら
ば
、（
こ
の
行
為
に
付
添
官
を
引
き
入
れ
る
）
監
察
官
達
を
引
き
入
れ
る
秘
書
に
よ
っ
て
公

に
さ
れ
よ
う
。
競
争
す
る
選
挙
人
達
は
、
そ
の
人
の
判
断
に
黙
従
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
の
た
め
に
監
察
官
は
、
そ

の
壷
に
投
票
し
な
い
。
そ
の
政
庁
（
に
所
属
す
る
統
治
官
）
も
そ
れ
が
議
院
を
損
な
う
と
い
け
な
い
か
ら
、
欠
席
し
、
ゆ
え
に
脇
壷
に
お
け

る
空
籤
は
、
そ
れ
だ
け
同
様
に
少
な
い
。
抽
選
は
、
そ
れ
が
提
案
の
み
に
関
わ
る
ゆ
え
に
、
よ
り
技
術
的
で
あ
る
が
結
果
を
伴
わ
ぬ
し
、

抽
選
に
つ
い
て
こ
れ
で
終
わ
り
に
す
る
と
い
う
。
し
か
し
全
て
補
佐
で
し
か
な
く
、
か
つ
選
挙
権
を
も
た
な
い
護
民
官
や
裁
判
官
を
除
く

と
説
か
れ
る
（
13
）

。

㈤　

投
票
選
挙
の
実
施
過
程

選
挙
人
達
の
四
つ
水
準
が
、
自
分
達
の
リ
ス
ト
を
完
遂
し
た
後
、
議
院
の
様
相
は
、
一
変
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
壷
が
取
り
払
わ
れ
、

か
つ
各
元
老
院
議
員
と
統
治
官
は
、
次
の
よ
う
な
選
挙
人
を
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
適
切
な
地
位
に
お
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即

ち
、
既
に
自
分
達
の
投
票
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
こ
の
議
院
が
彼
ら
に
与
え
て
お
り
、「
こ
の
方
法
で
投
票
の
残
り
が
遂
行
さ
れ
る
ま
で
、

彼
ら
の
議
場
か
ら
起
こ
り
得
ぬ
選
挙
人
を
除
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
い
う
（
14
）

。

政
庁
（
に
所
属
す
る
統
治
官
）
に
選
挙
人
達
の
各
々
の
評
議
会
秘
書
達
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
四
リ
ス
ト
は
、
ま
ず
聞
き
取
れ
る
位
の
大
声
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で
議
院
に
そ
れ
ら
の
順
序
に
従
っ
て
大
声
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
方
法
で
元
老
院
全
体
の
投
票
な
い
し
選
挙
に
付
さ

れ
る
。
即
ち
、

「（
Ａ
、
Ａ
）
は
、
第
一
水
準
で
将
軍
と
な
る
名
を
指
名
し
た
」。
そ
う
す
る
と
直
ぐ
に
、
例
え
ば
、（
ｆ
、
ｆ
）
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
表

現
さ
れ
る
如
き
、
八
人
の
投
票
係
達
な
い
し
案
内
係
は
、
携
帯
可
能
な
投
票
箱
（
ｇ
、
ｇ
）
と
い
っ
た
図
に
よ
っ
て
荒
っ
ぽ
い
が
示
さ
れ

た
箱
の
う
ち
の
八
つ
を
取
り
、
か
つ
一
方
の
議
院
の
側
に
四
人
行
か
せ
、
か
つ
他
方
の
側
で
即
ち
、
次
の
よ
う
に
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

（
各
ベ
ン
チ
に
一
人
ず
つ
）
四
人
を
行
か
せ
る
と
い
う
（
15
）

。

「（
Ａ
、
Ａ
）
は
、
第
一
水
準
で
将
軍
と
な
る
名
を
指
名
し
た
」
と
。
将
軍
と
演
説
官
に
よ
っ
て
始
ま
る
各
統
治
官
と
元
老
院
議
員
は
、

ま
ず
、
自
ら
が
一
つ
し
か
も
た
ぬ
こ
と
を
見
る
た
め
に
、
そ
の
普
通
の
指
と
親
指
と
の
間
に
、
そ
の
箱
が
わ
た
る
如
く
、
麻
製
の
小
球
を

あ
げ
、
か
つ
次
に
そ
れ
を
同
じ
も
の
に
入
れ
る
。
肯
定
陣
営
と
否
定
陣
営
か
ら
区
別
す
る
た
め
に
、
外
面
上
白
と
緑
で
塗
ら
れ
た
二
つ
の

投
票
箱
は
、
次
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
。
即
ち
、
誰
も
人
の
手
が
そ
こ
に
あ
る
と
き
、
両
サ
イ
ド
の
い
ず
れ
に
人
が
投
票
を
置
く
か
を
見

る
こ
と
が
で
き
ぬ
し
、
麻
製
小
球
が
い
か
な
る
騒
音
も
生
ま
ぬ
故
に
そ
れ
が
い
ず
れ
に
入
る
か
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ぬ
。
将
軍
と
演
説
官

の
投
票
が
始
め
ら
れ
た
後
、
残
り
の
全
て
は
、
同
様
に
な
す
こ
と
と
な
る
と
い
う
（
16
）

。

投
票
を
か
く
し
て
集
め
た
、
投
票
係
達
は
、
政
庁
（
に
所
属
す
る
統
治
官
）
の
前
に
そ
れ
ら
を
も
ち
込
み
、
政
庁
の
者
の
面
前
で
外
箱
が

開
け
ら
れ
た
後
、
彼
ら
は
内
箱
か
ら
取
り
出
す
。
そ
こ
で
の
肯
定
が
白
、
否
定
が
緑
で
、
か
つ
白
を
右
手
に
鉢
［
Ｎ
］
へ
と
注
ぎ
（
そ
れ

は
白
で
も
あ
る
）、
か
つ
緑
を
左
側
に
鉢
（
Ｎ
）
へ
と
注
ぐ
。
こ
れ
ら
の
鉢
な
い
し
盥
［basin

］（
ｈ
、
ｉ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
）［
に
よ
っ
て

そ
の
図
の
下
部
の
端
に
よ
り
よ
く
示
さ
れ
る
］
は
、
こ
の
機
会
に
右
側
に
白
、
左
側
に
緑
と
し
て
上
部
の
端
に
秘
書
達
の
テ
ー
ブ
ル
の
前

に
お
か
れ
、
両
側
に
小
球
を
数
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
も
し
彼
ら
は
、
肯
定
が
半
数
以
上
に
達
し
な
い
こ
と
に
気
づ
け
ば
、
彼
ら
は
、
投
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票
さ
れ
た
名
を
書
か
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
も
し
そ
れ
ら
が
半
数
以
上
に
達
す
れ
ば
、
彼
ら
は
そ
れ
を
書
き
、
か
つ
そ
れ
が
達
す
る
投
票

の
半
分
以
上
を
加
え
る
。
最
初
の
名
が
書
か
れ
、
或
い
は
除
か
れ
た
後
、
置
か
れ
る
次
の
も
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、

「（
Ｂ
、
Ｂ
）［
演
説
官
］
は
、
第
二
水
準
で
将
軍
と
な
る
も
の
を
指
名
」
し
、
第
三
の
「（
Ｃ
、
Ｃ
）［
三
人
の
国
璽
委
員
］
は
、
第
三
水

準
で
将
軍
と
な
る
も
の
を
指
名
」
し
、
第
四
の
（
Ｄ
、
Ｄ
）［
三
人
の
財
務
委
員
］
は
、
将
軍
と
な
る
者
を
指
名
」
し
た
。
そ
し
て
大
部
分
、

肯
定
票
の
半
数
以
上
を
得
る
こ
れ
ら
の
四
人
の
競
争
［
候
補
］
者
の
う
ち
の
一
人
は
、
そ
の
統
治
官
で
も
あ
り
、
或
い
は
も
し
彼
ら
の
う

ち
の
誰
も
、
半
数
に
達
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
統
治
官
職
の
指
名
は
、
次
の
投
票
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
る
よ
う
な
新
し
い
選
挙
人
に
よ
っ
て

繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
指
名
は
、
第
一
統
治
官
職
に
お
い
て
例
示
さ
れ
た
如
く
、
残
り
の
票
を
進
め
、
最
初
に
第
一
水
準
で
、
次

に
第
二
水
準
で
、
か
つ
故
に
第
三
水
準
と
第
四
水
準
で
投
票
を
進
め
る
と
い
う
（
18
）

。

さ
て
第
一
水
準
で
将
軍
に
な
る
と
指
名
さ
れ
た
例
え
ば
、（
Ａ
）［
将
軍
卿
］
が
他
の
水
準
の
一
つ
な
い
し
そ
れ
以
上
に
お
い
て
同
じ
も

の
、
或
い
は
一
人
な
い
し
そ
れ
以
上
の
他
の
統
治
官
職
に
指
名
し
得
る
こ
と
が
起
こ
り
得
る
。
し
か
し
彼
の
名
は
、
そ
れ
が
最
初
に
書
か

れ
る
（
即
ち
、
よ
り
価
値
の
あ
る
統
治
官
職
に
）
と
こ
ろ
で
投
票
さ
れ
る
。
そ
こ
で
彼
が
な
り
損
ね
る
な
ら
ば
、
彼
は
、
そ
れ
に
次
ぐ
も
の

の
た
め
の
方
向
と
な
る
如
く
、
投
票
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
彼
が
指
名
さ
れ
る
よ
う
に
し
ば
し
ば
そ
の
名
の
も
の
に
な
り
損
ね
る
な
ら
ば
、
残

り
の
も
の
の
た
め
の
方
向
へ
と
な
る
如
く
投
票
さ
れ
る
と
い
う
（
19
）

。

そ
し
て
同
じ
統
治
官
職
で
あ
れ
、
あ
る
他
の
統
治
官
職
で
あ
れ
、
二
度
な
い
し
よ
り
し
ば
し
ば
指
名
さ
れ
る
こ
と
は
、
よ
り
強
力
な
推

薦
で
あ
る
ゆ
え
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
そ
の
注
釈
は
、
そ
の
提
案
に
お
い
て
そ
の
名
に
与
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
し
て
は
な
ら
ぬ
。

即
ち
、「（
Ａ
、
Ａ
）［
将
軍
］
は
、
第
一
水
準
と
第
二
水
準
で
将
軍
と
な
る
も
の
を
指
名
し
た
」、
或
い
は
「（
Ａ
、
Ａ
）［
将
軍
］
は
、
第
一

水
準
と
第
四
水
準
で
将
軍
と
な
る
も
の
を
指
名
し
た
」
な
ど
を
。
し
か
し
も
し
彼
が
第
一
、
第
二
、
第
三
、
及
び
第
四
水
準
で
同
じ
統
治
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官
職
に
任
命
さ
れ
る
な
ら
ば
、
彼
は
競
争
者
を
も
た
ず
、
ゆ
え
に
彼
は
、
半
数
以
上
の
得
票
に
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
統
治
官
と
な

る
と
い
う
（
20
）

。

或
い
は
か
く
し
て
「（
Ａ
、
Ａ
）
は
、
第
一
水
準
で
将
軍
と
な
る
も
の
を
指
名
し
、
第
二
水
準
で
監
督
官
を
、
第
三
水
準
で
国
璽
委
員
を

指
名
」
し
、
或
い
は
よ
り
多
い
水
準
な
い
し
少
な
い
水
準
で
同
様
な
も
の
に
指
名
す
る
。
そ
の
場
合
に
、
も
し
彼
が
第
一
の
統
治
官
職
に

な
り
損
ね
る
な
ら
ば
、
彼
は
第
二
統
治
官
職
で
投
票
さ
れ
、
も
し
彼
が
第
二
統
治
官
職
に
な
り
損
ね
る
な
ら
ば
、
彼
は
第
三
統
治
官
職
に

投
票
さ
れ
、
か
つ
も
し
彼
が
第
三
統
治
官
職
に
な
り
損
ね
る
な
ら
ば
、
彼
は
、
第
四
統
治
官
職
で
投
票
さ
れ
る
と
い
う
。

そ
の
投
票
が
日
没
前
に
完
了
さ
れ
ず
、
既
に
選
出
さ
れ
た
統
治
官
職
選
挙
が
適
切
で
あ
る
が
、
あ
た
か
も
彼
ら
が
決
し
て
指
名
さ
れ
な

か
っ
た
よ
う
に
（
と
い
う
の
は
こ
れ
は
、
両
立
す
る
投
票
箱
で
は
な
く
、
欧
州
大
陸
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
技
術
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
）、
統
治
官
職

に
ま
だ
与
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
競
争
［
候
補
］
者
達
の
選
出
［
選
択
さ
れ
た
如
き
］
を
避
け
る
。
そ
し
て
残
る
統
治
官
職
投
票
は
、
選
挙

人
達
の
新
水
準
［
人
々
］
に
よ
っ
て
翌
日
に
繰
り
返
さ
れ
、
か
つ
新
水
準
に
よ
る
よ
う
な
競
争
者
達
が
選
出
さ
れ
る
。
同
様
に
同
じ
統
治

官
に
投
票
さ
れ
た
名
前
全
て
の
う
ち
で
、
彼
ら
の
う
ち
の
い
か
な
る
者
も
、
肯
定
で
そ
の
半
数
以
上
の
得
票
に
達
し
て
い
な
い
と
い
う
（
21
）

。

オ
シ
ア
ナ
の
元
老
院
投
票
が
か
く
し
て
記
述
さ
れ
た
ゆ
え
に
、「
教
区
の
投
票
、
郡
の
投
票
、
及
び
部
族
の
投
票
は
、
こ
こ
で
そ
れ
ら

が
全
て
含
ま
れ
」、
か
つ
こ
れ
に
よ
っ
て
容
易
に
理
解
し
得
る
ほ
ど
に
ほ
と
ん
ど
異
な
ら
ず
、
省
略
さ
れ
る
（
22
）

と
ハ
リ
ン
ト
ン
は
結
ぶ
。

（
１
）	R
.S
m
ith,	 H

arrin
gton

 an
d

 H
is O

cean
a,	1914,	p.23.

（
２
）	J.P

ocock,	ed.,	 T
h

e P
olitical W

orks O
f J.H

arrin
gton,	1977,	p.362.

（
３
）	J.P

ocock,	ed.,	 op. cit.,	p.362.

（
４
）	

Ibid
.
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（
５
）	

Ibid.,	pp.362-3.
（
６
）	

Ibid.,	p.363.
（
７
）	

Ibid
.

（
８
）	

Ibid.,	pp.363-4.

（
９
）	

Ibid.,	p.364.

（
10
）	

Ibid
.

（
11
）	

Ibid.,	pp.364-5.

（
12
）	

Ibid.,	p.365.

（
13
）	

Ibid
.

（
14
）	

Ibid
.

（
15
）	

Ibid
.

（
16
）	

Ibid.,	pp.365-6.

（
17
）	

Ibid
.

（
18
）	

Ibid.,	p.366.

（
19
）	

Ibid.,	pp.365-7.

（
20
）	

Ibid.,	p.367.

（
21
）	

Ibid
.

（
22
）	

Ibid
.
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［図 3．１］投票の方法と使用

（Works,	p.360）
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第
四
節　

結　

論

本
稿
は
、
論
点
と
し
て
は
主
題
の
如
く
明
確
で
あ
る
ゆ
え
、
本
論
の
要
点
を
手
短
に
確
認
し
つ
つ
、
そ
れ
に
補
足
を
加
え
る
こ
と
と
な

る
。ま

ず
わ
れ
わ
れ
は
、「
序
論
」
で
は
従
来
の
日
本
の
ハ
リ
ン
ト
ン
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
統
治
機
構
論
に
お
け
る
研
究
状
況
に
関
す
る

問
題
点
に
言
及
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
意
図
す
る
政
治
制
度
論
的
視
点
か
ら
の
整
理
に
お
い
て
必
ず
し
も
十
分
で

は
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
視
点
に
立
脚
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
の
憲
法
構
想
を
再
構
成
す
る
意
図
を
示
し
た
。

本
稿
は
、
そ
の
基
本
的
な
一
環
と
し
て
、
彼
の
選
挙
制
度
論
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
を
述
べ
た
。
本
稿
は
、
ま
ず
彼
の
理
想
的
な
『
オ
シ

ア
ナ
共
和
国
』
の
そ
れ
を
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
と
い
う
有
力
な
論
者
の
整
理
に
沿
っ
て
、
そ
の
選
挙
の
基
本
的
要
素
を
措
定
す
る
憲
法
部
分
か

ら
再
構
成
す
る
目
的
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
論
が
英
語
文
献
に
よ
る
数
少
な
い
貴
重
な
業
績
ゆ
え
で
あ
り
、
か

つ
学
説
史
に
お
い
も
最
も
整
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

引
き
続
き
わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
を
通
じ
て
、
オ
シ
ア
ナ
の
諸
々
の
政
治
制
度
の
基
本
が
選
挙
制
度
で
あ
り
、
か
つ
彼
が
如
何
に
そ
の
精

神
を
具
体
的
に
憲
法
と
い
う
形
式
を
採
用
し
つ
つ
規
定
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
き
た
。
即
ち
、
本
稿
の
第
三
節
第
一
項
は
、
ハ
リ
ン
ト

ン
が
オ
シ
ア
ナ
憲
法
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
そ
の
具
体
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
市
民
達
を
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
経
済
的

に
自
立
し
て
い
る
こ
と
、
三
〇
歳
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
一
定
の
経
済
的
所
得
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
地
理
的
な
範
囲
に
よ
っ
て

区
別
す
る
。
そ
の
第
二
項
で
は
、
こ
れ
ら
の
区
分
を
前
提
と
し
た
選
挙
制
度
の
諸
局
面
、
即
ち
、
選
挙
の
実
施
上
の
具
体
的
行
程
、
国
民

に
対
す
る
一
定
の
選
挙
権
の
制
限
、
及
び
そ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
に
関
す
る
全
体
的
評
価
を
な
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
ハ
リ
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ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
論
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
凡
そ
の
要
点
を
確
認
で
き
た
が
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
そ
れ
は
、
こ
れ
よ
り
も
よ
り
詳
細
に
し

て
絡
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
最
終
項
に
お
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
が
こ
れ
を
後
に
補
っ
た
原
文
に
そ
っ
て
再

構
成
す
る
こ
と
と
な
る
。

従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
項
を
仕
上
げ
る
た
め
に
、
そ
の
主
著
で
あ
る
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
の
刊
行
直
後
に
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
そ

の
選
挙
制
度
を
よ
り
具
体
的
に
説
明
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
彼
の
『
投
票
の
方
法
と
使
用
』
を
素
材
と
し
て
選
択
し
た
。
本
稿
は
、
そ
こ

に
お
い
て
元
老
院
に
お
け
る
オ
シ
ア
ナ
の
中
心
的
な
統
治
官
の
選
出
選
挙
方
法
に
つ
い
て
、
選
挙
人
を
通
じ
た
「
間
接
選
挙
」
並
び
に
そ

の
投
票
過
程
を
整
理
し
て
き
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
の
憲
法
構
想
に
お
け
る
技
術
的
に
具
体
的
な
投
票
過
程
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
残
り
の
政
治
制
度
論
を
再
構
成
す
る
ス
テ
ッ
プ
へ
と
移
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。




